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平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三

日
㈮
、
弘
前
大
学
と
青
森
県
、弘

前
市
が
主
催
と
な
っ
て「
弘
前

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン

グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム（
東
京
）」
を
一
橋
講
堂（
千

代
田
区
）で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
二
〇

一
三
年
に
国
の
セ
ン
タ
ー
・
オ

ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｏ

Ｉ
）
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
採
択
さ

れ
、
今
秋
の
中
間
評
価
で
医
療

健
康
分
野
唯
一
の
最
高
評
価
Ｓ

を
獲
得
し
た
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

が
、
参
画
す
る
産
学
官
金
民
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
一
堂
に
会

し
、
成
果
実
績
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
・
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

短
命
県
返
上
実
現
と
寿
命
革

命
を
最
終
ゴ
ー
ル
に
行
っ
て
い

る
健
康
づ
く
り
の
取
組
み
や
研

究
は
、
各
界
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
て
お
り
、
当
日
は
有
名
企

業
や
研
究
機
関
を
中
心
に
、
市

民
、
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
全
国

か
ら
約
七
百
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
事
前
申
込
の
段
階
で
満
席

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
立
ち

見
で
も
参
加
さ
れ
た
い
方
が
多

数
押
し
か
け
、
本
学
へ
の
期
待

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
は
、

弘
前
大
学 

佐
藤
学
長
、
青
森

県 

三
村
知
事
、
弘
前
市 

葛
西

市
長
の
開
催
挨
拶
、（
国
研
）

科
学
技
術
振
興
機
構 

浜
口
理

事
よ
り
共
催
挨
拶
、
文
部
科
学

省 
土
屋
顧
問（
前
事
務
次
官
）と

Ｃ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ビ
ジ
ョ

ン
１ 
松
田
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
リ
ー

ダ
ー
（
前
協
和
発
酵
キ
リ
ン
社

長
）、
Ｃ
Ｏ
Ｉ 
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

ガ
バ
ニ
ン
グ
委
員
会 

⼩
宮
⼭
委

員
長
（
東
京
大
学
第
二
十
八
代

総
長
）
か
ら
来
賓
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
本
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ 

中
路
副
機
構
長
が
「
市
民

と
巻
き
起
こ
す
真
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
ご
登
壇
。

新
し
い
健
診
の
開
発
に
も
ふ
れ
、

後
日
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院 

清
原
名
誉
教
授
の
ご
講
演

で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
か

ら
認
知
症
の
予
防
手
段
を
開
発

し
た
い
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

楽
天
㈱ 

濱
野
氏
と
著
名
な

料
理
研
究
家 

浜
内
氏
か
ら
今

年
度
実
施
し
た
健
康
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
の
ご
報
告
を
行
い
、

減
塩
に
は
国
を
挙
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
、
と
言
及
さ
れ
ま
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弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
）開
催

に
希
少
価
値
が
高
い
と
述
べ
、

解
析
進
捗
を
発
表
。
大
き
な
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
参
画

機
関
（
ラ
イ
オ
ン
、花
王
、エ
ー

ザ
イ
、
カ
ゴ
メ
、
テ
ク
ノ
ス
ル

ガ
、
マ
ル
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
が
、
社
会
実

装
や
共
同
研
究
に
つ
い
て
発
表
。

さ
ら
に
、
住
民
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
代
表
的
な
事
例
と

し
て
、
弘
前
市
健
幸
増
進
リ
ー

ダ
ー 

八
木
橋
会
長
か
ら
ご
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社 

宮
田
特

命
編
集
委
員
が
モ
デ
レ
ー
タ
、

Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
構

造
化
チ
ー
ム
）・
名
古
屋
大
学 

水
野
教
授
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

な
っ
て
、
前
述
の
講
演
者
（
一

部
除
く
）
に
加

え
、
花
王
㈱ 

安

川
氏
、
㈱
ベ
ネ
ッ

セ
Ｈ
Ｄ 

奥
村
氏
、

本
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

工

藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
、
特
別

ゲ
ス
ト
に
東
京
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
池
浦
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
が
ご
参
加
。
健
康

未
来
と
予
防
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
弘
前
大
学
の
柏
倉

副
学
長
か
ら
閉
会
挨
拶
を
頂
戴

し
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
が

こ
の
よ
う
に
産
学
官
金
民
の
強

固
な
連
携
を
得
て
、
最
先
端
の

研
究
や
取
り
組
み
を
実
行
・
推

進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

も
、
弘
前
大
学
医
学
部
を
は
じ

め
と
し
た
諸
先
生
方
が
築
か
れ

て
き
た
多
大
な
る
御
功
績
や
知

見
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
と
日
々

実
感
・
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

弘
前
大
学
発
の
真
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
へ
向
け
て
、
社
会

実
装
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後

と
も
御
指
導
・
御
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
理
事（
研
究
担
当
）／
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構　

機
構
長
補
佐（
戦
略
統
括
）・
教
授　

村　

下　

公　

一

開会挨拶　佐藤学長

来賓挨拶　土屋顧問

三村知事

基調講演　中路研究リーダー

留
年
の
背
景
に
あ
る
も
の

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長　

若　

林　

孝　

一

四
年
務
め
、
留
年
し
た
全
員
の

学
生
と
面
談
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
や
デ
ー
タ
を
も
と

に
留
年
の
背
景
に
あ
る
も
の
を

整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
留
年
の
原
因
は
三
つ
に

分
類
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
第

一
は
、
下
位
の
十
％
に
入
ら
な

け
れ
ば
留
年
し
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
安
心
感
、
ク
ラ
ブ
の
先
輩

な
ど
か
ら
の
甘
い
言
葉
を
信
じ
、

力
を
充
分
に
発
揮
し
て
い
な
い

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

今
回
は
や
や
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
テ
ー
マ
を
か
か
げ
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
平
成
二
十
七
年
四

月
に
入
学
し
た
一
年
生
の
う
ち

二
十
数
名
が
留
年
し
た
か
ら
で

す
。
私
自
身
、
学
務
委
員
長
を

タ
イ
プ
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

勉
強
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ

と
で
、
そ
の
後
は
留
年
す
る
こ

と
な
く
進
級
し
て
ゆ
き
ま
す
。

第
二
は
、
授
業
へ
の
出
席
が
悪

か
っ
た
り
、
遅
刻
し
た
り
、
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
期
限
が
守
れ
な

い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
た

だ
怠
け
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
根
本
に
あ
る
の

は
自
己
管
理
が
十
分
に
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
タ
イ
プ
に
は
生
活
面
の
指
導

し
た
。

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
Ｈ
Ｄ 

西
村
部

長
は
通
信
教
育
で
養
っ
た
知
見

を
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
健
康
教
育
に

活
用
す
る
こ
と
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱ 

梅
本

特
別
顧
問
は
、
モ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
店
舗
を
活
用
し
た

健
康
づ
く
り
が
街
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研

究
最
前
線
」
と
題
し
、
こ
の
四

月
に
結
成
さ
れ
た
弘
前
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｉ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
チ
ー

ム
が
ご
登
壇
。
本
学
医
学
研
究

科
（
社
会
医
学
講
座
）
の
高
橋

准
教
授
、
京
都
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
の
奥
野
教
授
、
東

京
大
学
医
科
学
研
究
所
の
井
元

教
授
、
東
京
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
の
松
⼭
教
授
、
名
古

屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
平

川
講
師
が
、
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
健
康
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
は
世
界
的
に
も
非
常

会場の様子

パネルディスカッション

ビッグデータ解析チーム

本フォーラムのポスター

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

　

産
科
婦
人
科
学
講
座　

教
授　

横　

山　

良　

仁

　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
付

け
で
弘
前
大
学
教
授
教
育
研
究

院
医
学
系
（
産
科
婦
人
科
学
講

座
教
授
）
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
早
速
そ
の
当
日
弘
前
大
学

ね
ぷ
た
運
行
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た

り
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
宮
城
県
丸
森
町
で
育
ち

ま
し
た
。
仙
台
市
と
福
島
市
ま

で
車
で
一
時
間
ほ
ど
の
宮
城
県

の
最
南
に
位
置
す
る
盆
地
町
で

す
。
町
の
中
央
を
阿
武
隈
川
が

流
れ
、
阿
武
隈
ラ
イ
ン
船
下
り

が
有
名
で
す
。
舟
運
で
栄
え
た

齋
理
屋
敷
は
一
見
の
価
値
が
あ

り
ま
す
。
⼭
間
の
町
で
す
の
で

猪
料
理
が
有
名
で
す
が
食
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
の

県
立
角
田
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

昭
和
五
十
七
年
に
弘
前
大
学
医

学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
故
郷

で
は
十
八
年
間
、
そ
の
後
約
三

十
五
年
は
津
軽
地
区
で
生
活
し

三
回
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
継
続

し
た
研
究
に
よ
っ
て
カ
ル
ボ
ニ

ル
還
元
酵
素
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
卵
巣
癌

の
遺
伝
子
治
療
に
応
用
可
能
な

と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
婦
人

科
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
後
輩
た
ち

が
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
よ
う
に
行
っ

て
き
た
研
究
が
花
開
こ
う
し
て

い
ま
す
。

　

専
門
医
研
修
制
度
が
迷
走
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
専
門
医

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
別
に
初

期
研
修
が
終
わ
れ
ば
大
学
院
に

は
す
ぐ
に
で
も
入
る
べ
き
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大

学
院
進
学
に
は
学
位
取
得
以
外

に
も
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
り
ま

す
。
地
道
に
研
究
を
続
け
る
こ

と
の
責
任
感
、
使
命
感
、
デ
ー

タ
が
出
た
時
の
達
成
感
も
得
ら

れ
ま
す
。
ま
た
後
輩
の
大
学
院

生
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
う
こ
と

も
で
き
る
な
ど
、
総
合
的
な
人

間
力
を
形
成
で
き
る
時
期
と
信

じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
若
手
医

師
は
指
導
医
を
注
視
し
て
い
る

　

こ
の
度
、『
平
成
二
十
八
年

度
教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績

を
上
げ
た
教
員
表
彰
』
受
賞
の

栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。
医
学
研

究
科
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

自
分
が
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

受
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
本
稿
を
書
く

に
あ
た
り
受
賞
の
経
緯
を
お
教

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に

よ
る
授
業
評
価
が
高
得
点
で
あ
っ

た
教
員
の
中
か
ら
他
の
教
育
活

動
も
含
め
て
評
価
さ
れ
選
出
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私

の
講
義
に
高
い
点
数
を
つ
け
て

く
れ
た
学
生
さ
ん
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
初
め
て
講
義
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
担
当
さ
れ
て
い
た
福

田
教
授
（
現
病
院
長
）
か
ら
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
頂
戴
し
、「
学

問
と
し
て
高
度
で
あ
る
こ
と
よ

り
、
大
事
な
こ
と
を
覚
え
さ
せ

る
よ
う
に
」
と
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
念
頭

に
、
内
科
・
消
化
器
領
域
を
専

門
と
し
な
い
医
師
に
な
る
学
生

に
は
、
私
の
講
義
が
彼
ら
に
と
っ

て
最
後
に
教
わ
る
食
道
・
胃
疾

患
の
知
識
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
考
え
て
、
毎
年
講
義

の
内
容
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い

こ
と
、
国
家
試
験
に
は
ま
だ
出

題
さ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
積

極
的
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
三
年
生

の
講
義
は
自
分
が
専
門
と
す
る

「
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
癌
」で
す
。

実
際
に
は
私
の
担
当
は
三
コ
マ

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
必
ず
し
も
専

門
で
は
な
い
領
域
も
含
め
た
く

さ
ん
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い

る
、
と
く
に
基
礎
の
先
生
方
に

比
べ
る
と
一
回
の
講
義
の
点
数

だ
け
で
比
較
す
る
の
は
私
の
よ

う
な
も
の
に
有
利
に
働
く
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
に
は
系
統
講
義

以
外
の
活
動
も
評
価
い
た
だ
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
私
の
場
合
、

医
学
生
へ
の
教
育
で
は
、preBSL

の
医
療
面
接
、
Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
の
腹

部
単
純
Ｘ
線
写
真
の
読
影
の
他
、

年
度
に
よ
っ
て
は
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
・
研
究
室
研
修
の
担
当
が

あ
り
ま
す
。
大
学
院
生
の
学
位

の
指
導
、
講
義
も
あ
り
ま
す
。

医
師
免
許
取
得
後
の
医
師
も
対

象
で
あ
り
、
初
期
研
修
、
専
門

領
域
専
攻
医
の
指
導
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
と
は
別
に
教
室
の
後
輩

へ
の
研
究
・
論
文
作
成
指
導
な

ど
様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

教育に関して優れた業績を上げた教員

こ
と
も
確
か
で
す
。
指
導
医
の

自
分
の
仕
事
に
対
す
る
真
摯
さ
、

デ
ー
タ
解
釈
能
力
、
論
文
の
指

導
力
な
ど
若
手
医
師
は
指
導
医

を
模
範
と
し
て
、
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
を
熟
成
さ
せ
て
い
く
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た

ち
指
導
医
の
立
場
と
し
て
は
、

ま
す
ま
す
精
進
し
て
若
手
の
見

本
と
な
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

入
局
者
を
増
や
し
て
、
大
学

院
生
を
増
や
し
て
、
質
の
高
い

医
師
を
育
て
数
年
後
に
は
よ
り

安
定
し
た
地
域
医
療
を
達
成
さ

せ
た
い
、
こ
う
思
い
描
い
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い

教
授
職
で
す
が
、
み
な
さ
ま
か

ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

師
の
役
に
立
つ
よ
う
に
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
教
育
に
つ
い
て
表
彰

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
平

成
二
十
二
年
に
は
医
学
部
学
術

賞
特
別
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
院
の
教
員
と
し
て
、
研
究

と
教
育
の
二
分
野
で
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変

光
栄
で
す
。
医
学
部
卒
業
時
に

母
校
に
残
っ
て
頑
張
ろ
う
と
決

め
て
、
そ
の
気
持
ち
の
ま
ま
こ

こ
ま
で
き
ま
し
た
。
表
彰
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
少
し
ば
か
り

そ
れ
が
で
き
た
の
か
な
と
い
う

気
持
ち
で
す
。
卒
業
後
第
一
内

科
に
進
ん
で
以
来
、
二
十
五
年

に
渡
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
き
、

現
在
も
私
に
仕
事
の
場
を
く
だ

さ
る
福
田
病
院
長
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
弘
前
大
学
医
学

部
の
た
め
に
今
後
も
微
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

も
含
め
対
処
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
特
定
の
教
員
が
メ
ン

タ
ー
と
な
り
定
期
的
に
面
談
し

た
り
、
研
究
室
に
机
を
設
け
、

そ
こ
に
出
入
り
す
る
こ
と
で
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
自
ら

を
律
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
て

ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
第
三

は
、
成
績
不
振
の
背
景
に
、
精

神
的
・
身
体
的
疾
患
、
種
々
の

悩
み
、
家
族
の
問
題
な
ど
が
隠

れ
て
い
る
場
合
で
す
。
こ
の
場

合
に
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

も
含
め
個
別
の
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
問
題
解
決
に
時
間
が
か

か
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
医
学
科
で
は
少
人

数
グ
ル
ー
プ
担
任
制
が
あ
り
ま

す
が
、
早
く
気
づ
い
て
や
る
こ

と
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
全
国
的
に
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
二
十

八
年
一
月
に
全
国
医
学
部
長
病

院
長
会
議
が
出
し
た「
医
学
生

の
学
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
報
告
書
」に
よ
れ
ば
、

医
学
部
医
学
科
の
入
学
定
員
は

平
成
十
九
年
度
の
七
六
五
二
名

か
ら
平
成
二
十
八
年
度
に
は
九

二
三
四
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
医
学
部
定
員
増
に
よ

り
一
五
八
二
名
が
増
加
し
た
こ

と
に
な
り
、
以
前
の
規
模
で
言

え
ば
新
設
医
大
が
十
六
で
き
た

こ
と
に
相
当
す
る
数
で
す
。さ
ら

に
、
定
員
増
を
補
正
し
た
留
年

率
で
み
る
と
、
一
年
生
の
留
年

率
は
定
員
増
以
前
に
比
べ
一
・

七
四
倍
に
増
え
て
お
り
、
二
年

生
の
留
年
率
も
一
・
二
六
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
三
年

生
の
留
年
率
は
以
前
と
変
化
あ

り
ま
せ
ん
が
、
四
年
生
の
留
年

率
は
一
・
一
七
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
年
生
、
二
年
生
の
留

年
率
の
高
さ
は
医
学
部
定
員
増

を
反
映
し
た
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
四
年
生
の
留
年
率
の

上
昇
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
合
格
ラ
イ
ン

が
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
こ
と

や
、
臨
床
実
習
の
期
間
を
確
保

す
る
た
め
に
、
四
年
生
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

教
育
の
場
は
授
業
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
を
見
守
り
、

異
変
に
早
く
気
づ
き
、
適
切
な

対
処
が
で
き
る
よ
う
、
教
員
各

位
の
目
配
り
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
一
応
標
準
語
を
話

し
ま
す
。
元
来
野
球
少
年
で
し

た
が
、
高
校
時
代
は
空
手
に
の

め
り
込
み
、
東
北
大
会
優
勝
、

全
国
大
会
に
も
出
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
社
会
人
の
国
体
予
選

ま
で
経
験
し
ま
し
た
。
お
か
げ

で
前
歯
を
三
本
失
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
、
相
撲
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

と
ス
ポ
ー
ツ
は
な
ん
で
も
好
き

で
す
が
野
球
狂
の
部
類
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
産
科
婦
人
科
学

講
座
に
入
局
し
て
す
ぐ
の
医
局

野
球
で
指
を
骨
折
し
ま
し
た
。

歯
も
骨
も
よ
く
折
れ
る
体
質
の

よ
う
で
す
。

　

大
学
院
時
代
の
生
化
学
第
二

教
室
で
は
故
佐
藤
清
美
教
授
、

土
田
成
紀
名
誉
教
授
の
下
、
肝

前
癌
病
巣
の
検
出
マ
ー
カ
ー
の

発
見
や
非
変
異
原
性
物
質
で
の

肝
発
癌
を
研
究
し
た
後
、
産
婦

人
科
に
戻
っ
て
か
ら
は
婦
人
科

癌
の
転
移
機
構
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
卵
巣
癌

と
子
宮
体
癌
の
リ
ン
パ
行
性
転

移
に
はV

EGF-D

と
そ
の
受
容

体
で
あ
るV

EGFR3

が
関
与
す

る
こ
と
を
世

界
で
初
め
て

証
明
し
ま
し

た
。
大
学
院

時
代
か
ら

扱
っ
て
い
る

カ
ル
ボ
ニ
ル

還
元
酵
素
が

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の

働
き
を
抑
え

る
こ
と
が
わ

か
り
特
に
卵

巣
癌
の
治
療

戦
略
に
な
る

可
能
性
が
あ

る
と
い
う
研

究
成
果
に

よ
っ
て
第
十

教
育
に
関
し
て�

優
れ
た
業
績
を

上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

平成28年度

指
導
し
た
後
輩
が
学
位
を
取
得

し
た
時
、
学
会
で
の
発
表
が
表

彰
さ
れ
た
と
き
は
と
く
に
喜
び

を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
指
導
す
る
立
場
の

ほ
か
に
制
度
の
仕
事
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
附
属
病
院
で
は
、

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
、
初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｂ
の
責
任
者
で
あ
り
、
内
科
専

門
医
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
外
で
も
福
田
病
院
長
に
消
化

器
病
学
会
の
専
門
医
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
委
員
に
推
薦
し
て
い

た
だ
い
て
以
来
、
専
門
医
制
度

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
同
学
会
の
新
専
門
医
制

度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
、

日
本
内
科
学
会
の
専
門
医
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
審
査
な
ど
を
務
め

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
各
学

会
で
の
専
門
医
制
度
の
仕
事
は
、

附
属
病
院
で
研
修
す
る
後
輩
医

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座　

准
教
授　

下　

山　
　
　

克

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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整
形
外
科
学
講
座　

助
教　

大　

鹿　

周　

佐

　

こ
の
た
び
、
二

〇
一
六
年
七
月
十

四
日
か
ら
十
五
日

に
東
京
ド
ー
ム
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た

第
四
十
九
回
日
本

整
形
外
科
学
会

骨
・
軟
部
腫
瘍
学

術
集
会
に
お
い

て
、
優
秀
ポ
ス

タ
ー
賞
を
受
賞
致

し
ま
し
た
の
で
御

報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
賞
は
、

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

応
募
者
の
中
か

ら
、
抄
録
査
読
に

お
い
て
二
十
二
演

題
が
候
補
と
し
て

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
学
会
当
日

に
審
査
員
の
先
生
方
が
ポ
ス

タ
ー
の
内
容
を
評
価
・
点
数
化

し
四
名
が
受
賞
さ
れ
る
も
の
で

す
。
私
以
外
の
二
十
一
演
題

は
、
症
例
数
豊
富
な
大
規
模
調

査
、
遺
伝
子
を
解
析
し
た
臨
床

的
・
基
礎
的
研
究
、
工
学
的
手

法
を
応
用
し
た
研
究
な
ど
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
ば
か
り
で
、

と
う
て
い
私
の
地
味
な
発
表
は

選
ば
れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
受
賞
を

知
っ
た
と
き
は
本
当
に
驚
き
ま

し
た
。

　

私
の
演
題
名
は
、｢

人
工
補

填
材
を
用
い
てnon-

rigid

な
胸
壁
再
建
を

行
っ
た
骨
・
軟
部
肉

腫
の
治
療
成
績
」
で

す
。
骨
性
胸
郭
の
切

除
後
に
、
人
工
補
填

材（e-PT
FE patch

やM
arlex m

esh

を

使
用
）
を
用
い
て

non-rigid

な
胸
壁
再

建
を
行
っ
た
肉
腫
症

例
の
成
績
を
ま
と
め
た
臨
床
研

究
で
す
。
対
象
は
一
九
八
九
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
十
七

例
で
あ
り
、
当
科
の
症
例
だ
け

で
な
く
、
骨
・
軟
部
腫
瘍
外
科

の
私
の
師
匠
で
あ
る
柿
崎
寛
先

生
が
国
立
弘
前
病
院
で
治
療
し

た
症
例
や
、
弘
前
大
学
呼
吸
器

外
科
の
対
馬
敬
夫
先
生
が
治
療

し
た
症
例
も
含
め
ま
し
た
。
結

果
で
す
が
、
腫
瘍
径
が
大
き
い

と
手
術
侵
襲
が
大
き
く
な
り
入

院
期
間
が
増
え
る
も
の
の
、
急

性
期
の
重
篤
な
合
併
症
を
生
じ

た
症
例
は
な
く
、
す
ば
ら
し
い

手
術
成
績
で
し
た
。
五
年
全
生

　

今
回
私
は
、
第
六
十
四
回
日

本
心
臓
病
学
会
若
手
症
例

presenter

賞  

不
整
脈
・
非
侵

襲
的
画
像
診
断
部
門
で
最
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
報

告
致
し
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
は
、「
致
死
性
不

整
脈
を
合
併
し
た
冠
攣
縮
性
狭

心
症
に
対
す
る
着
用
型
除
細
動

器
の
有
用
性
に
つ
い
て
の
検

討
」
で
す
。
着
用
型
自
動
除
細

動
器
（
Ｗ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
近
年
本

邦
で
使
用
可
能
と
な
っ
た
新
し

い
デ
バ
イ
ス
で
す
。
除
細
動
器

を
搭
載
し
た
ベ

ス
ト
を
着
用
す

る
こ
と
に
よ

り
、
周
囲
に
誰

も
い
な
い
状
況

下
で
心
室
細
動

や
持
続
性
心
室

頻
拍
な
ど
の
致

死
的
不
整
脈
が

生
じ
た
際
に
も

救
命
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

致
死
性
不
整
脈

の
既
往
が
あ
る

患
者
に
は
、
従

来
か
ら
二
次
予

防
と
し
て
植
込

み
型
除
細
動
器 

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
が

適
応
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み

手
術
ま
で
の
待
機
期
間
や
薬
物

治
療
の
効
果
判
定
ま
で
の
一
定

期
間
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を
装
着
す
る
こ
と

で
、
突
然
死
の
リ
ス
ク
軽
減
や

不
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
の
回

避
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
冠

攣
縮
性
狭
心
症
は
、
致
死
性
不

整
脈
を
し
ば
し
ば
合
併
し
ま
す

が
、
二
次
予
防
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ

Ｄ
植
込
み
の
適
応
に
つ
い
て
は

未
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
内
服

に
よ
り
冠
攣
縮
の
抑
制
が
期
待

　

二
〇
一
六
年
五
月
十
三
日
か

ら
十
八
日
に
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
行
わ
れ
た
、

A
m

erican T
horacic Society 

2016 International Confer -
ence

に
お
き
ま
し
て
、A

PSR-
ISR

D
 Session

でA
P

SR 
A

bstract A
w

ard

を
受
賞
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
御

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「T

he group w
hich elevat-

ed exhaled nitric oxide 
exists in norm

al population.

」

と
い
う
演
題
に
て
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
概
略
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

短
命
県
返
上
を
目
的
に
弘
前

市
岩
木
地
区
に
お
い
て
、
本
学

医
学
部
社
会
医
学
講
座
を
中
心

と
し
て
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
多
項
目
に
わ
た
る
問
診
・

血
液
検
査
・
運
動
能

力
・
肺
機
能
な
ど
幅
広

い
調
査
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
我
々
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
住
民
検
診
に
お
け

る
呼
気
Ｎ
Ｏ
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
呼
気
Ｎ
Ｏ
と
は

気
道
炎
症
に
て
有
用
な

指
標
と
な
り
う
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
特

に
気
管
支
喘
息
で
は
炎

症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な

ど
に
よ
り
誘
導
型
Ｎ
Ｏ

合
成
酵
素
が
誘
導
さ

れ
、
呼
気
Ｎ
Ｏ
が
健
常

人
に
比
べ
高
値
で
あ
る

事
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
我
々
は

以
前
本
学
学
生
に
お
け

る
呼
気
Ｎ
Ｏ
の
検
討
に

て
、
高
値
を
示
す
健
常
者
が
存

在
す
る
こ
と
を
経
験
し
ま
し

た
。
呼
気
Ｎ
Ｏ
が
変
動
す
る
疾

患
以
外
の
原
因
と
し
て
、
食

事
・
歯
磨
き
・
ス
ト
レ
ス
な
ど

様
々
な
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
原
因
と
高

値
を
示
す
健
常
者
と
の
関
連
は

分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

今
回
二
〇
一
四
年
の
一
年
間

の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
呼
気
Ｎ

Ｏ
と
血
液
検
査
や
肺
機
能
検
査

な
ど
様
々
な
デ
ー
タ
と
比
較
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
喘
息
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー

既
往
の
な
い
住
民
群
に
お
い
て

呼
気
Ｎ
Ｏ
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を

作
成
す
る
と
二
峰
性
に
な
る
事

を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

住
民
群
で
は
呼
気
Ｎ
Ｏ
は
末
梢

血
好
酸
球
数
・
血
清IgE

と
有

意
な
正
の
相
関
を
示
し
ま
し

た
。
更
に
末
梢
血
好
酸
球
・
呼

吸
機
能
・
血
清IgE

を
用
い
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
の
全
く
な
い

住
民
群
を
選
別
し
て
も
ヒ
ス
ト

グ
ラ
ム
は
二
峰
性
と
な
り
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
健
常
成
人
の

中
で
喘
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
、
ま
た
は
そ
の
素
因
が
な

く
て
も
呼
気
Ｎ
Ｏ
が
高
値
を
示

す
群
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
群

が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
二
〇

一
五
年
・
二
〇
一
六
年
も
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
更
に
解
析
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
受
賞
に
あ
た
り
、
本

研
究
の
御
指
導
頂
き
ま
し
た
、

弘
前
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

の
高
梨
信
吾
教
授
、
呼
吸
器
内

科
学
講
座
の
田
坂
定
智
教
授
、

ま
た
同
講
座
の
當
麻
景
章
講

師
、
田
中
佳
人
助
教
、
田
中
寿

志
助
教
に
は
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
岩
木
健
康
増

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
のresearch 

leader

で
あ
る
社
会
医
学
講
座

の
中
路
重
之
教
授
に
は
こ
の
よ

う
な
チ
ャ
ン
ス
を
頂
き
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学会長である順天堂大学整形外科の金子教授（中央）と
私（一番右）を含めた受賞者４名発表ポスター前で

受賞者全員にて記念撮影（左上から4番目が私）

プレゼン風景

第
49
回 

日
本
整
形
外
科
学
会
骨
・
軟
部
腫
瘍
学
術
集
会

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
受
賞
報
告存

率
は
六
〇
・
四
％
で
あ
り
、

過
去
の
報
告
と
同
等
で
し
た
。

単
変
量
解
析
に
よ
る
予
後
因
子

の
検
討
で
は
、
腫
瘍
径
が
大
き

い
と
局
所
再
発
や
遠
隔
転
移
に

繋
が
り
予
後
不
良
と
な
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的

に
、
人
工
補
填
材
を
用
い
た

non-rigid

な
胸
壁
再
建
術
は
有

用
な
方
法
で
あ
る
と
結
論
し
ま

し
た
。

　

先
輩
方
の
す
ば
ら
し
い
治
療

成
績
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
で

あ
り
、
本
発
表
の
機
会
を
得
ま

し
た
こ
と
を
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
今
後
も
、
医
療
の
進
歩

に
繋
が
る
診
療
と
研
究
を
心
が

け
て
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
石
橋
恭
之
教
授
や
柳

澤
道
朗
准
教
授
、
そ
し
て
統
計

解
析
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
熱
心

に
協
力
し
て
く
れ
た
後
輩
の
千

葉
大
輔
先
生
、
そ
の
他
多
く
の

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

第
64
回 

日
本
心
臓
病
学
会
若
手
症
例presenter

賞

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教　

西　

崎　

史　

恵

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
薬
効
評
価

ま
で
の
間
は
突
然
死
の
リ
ス
ク

を
伴
い
ま
す
。
そ
こ
で
我
々

は
、
致
死
性
不
整
脈
を
合
併
し

た
冠
攣
縮
性
狭
心
症
例
に
対

し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
内
服

開
始
と
同
時
に
、
薬
効
評
価
の

期
間
中
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
を
回

避
で
き
た
三
症
例
の
経
験
を
報

告
し
ま
し
た
。
致
死
性
不
整
脈

を
合
併
し
た
冠
攣
縮
性
狭
心
症

例
に
対
し
て
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を
使
用
し

た
報
告
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、

学
会
の
先
生
方
か
ら
も
非
常
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
発
表
に
際
し
、
様
々

な
最
新
知
見
に
触
れ
自
分
の
知

識
も
深
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、

さ
ら
な
る
検
討
に
向
け
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、

発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

り
ご
指
導
賜
っ
た
先
生
方
の
お

陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
掲
載
の
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
編
集
部
の
諸
先
生

方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

A
PSR

 A
bstract A

w
ard

を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

呼
吸
器
内
科　

助
教　

糸　

賀　

正　

道
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二
〇
一
六
年
六
月
二
十
五
日

に
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ

たT
he 13th K

orea-Japan 
Join

t S
y

m
p

osiu
m

 on 
H

elicobacter Infection

に
お

き
ま
し
て
、Y

oung Investi-
gator A

w
ard 

を
受
賞
致
し
ま

し
た
。
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
学
会

の
韓
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
韓

日
が
隔
年
で
主
催
し
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
第
二
十
二
回
日
本
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
学
会
学
術
集
会
と
併
せ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

き
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
受

賞
の
報
告
と
内
容
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

受
賞
し
た
演
題
は
、「Effi

cacy 
of triple therapy of vono -
prazan, am

oxicillin and 
sitafloxacin as the third-line 
regim

en for H
elicobacter 

pylori eradication in Japan

」

で
す
。
薬
剤
耐
性
株
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
日
本
で
もH

. 
pylori

感
染
に
対
す
る
一
次
除

菌
・
二
次
除
菌
治
療
の
成
功
率

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一

五
年
か
ら
登
場
し
た
ボ
ノ
プ
ラ

ザ
ン
（
商
品
名
：
タ
ケ
キ
ャ

ブ
）
は
今
ま
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ
と
比

較
し
て
強
い
酸
抑
制
効
果
が
あ

り
、
一
次
除
菌
治
療
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ

を
ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
に
代
え
る
と

除
菌
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
次
除
菌
ま

で
失
敗
し
た
後
は
、
保
険
適
応

外
で
す
が
、
三
次
除
菌
治
療
と

し
て
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬

（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
＋
ア
モ
キ
シ
シ
リ

ン
（
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
＋
シ
タ
フ
ロ

キ
サ
シ
ン
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｘ
）
の
三

剤
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
三
次
除
菌
治
療
に
お
い

て
も
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
に
代
え
て
ボ
ノ

プ
ラ
ザ
ン
を
使
用
し
た
場
合
の

除
菌
率
の
変
化
に
つ
い
て
今
回

検
討
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
ボ

ノ
プ
ラ
ザ
ン
＋
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｘ
＋
Ｓ

Ｔ
Ｆ
Ｘ
の
除
菌
率
が
八
七
・

五
％
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ
＋
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｘ
＋
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｘ
の
除

菌
率
が
七
〇
・
〇
％
で

し
た
。
有
意
差
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
ボ
ノ

プ
ラ
ザ
ン
は
三
次
除
菌

治
療
で
も
有
効
で
し

た
。
ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
を

使
用
し
て
も
除
菌
に
失

敗
し
た
人
で
は
、H

. 
pylori

が
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｘ
に

耐
性
を
持
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
除
菌
失
敗
の
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
番
前
に
い
い
景
色

を
見
て
気
分
を
落
ち
着

け
よ
う
と
、
学
会
会
場

の
と
な
り
の
グ
ロ
ー
バ

ル
タ
ワ
ー
に
登
っ
て
み

　

九
月
十
七
日
、
十
八
日
に
札

幌
に
て
第
六
十
四
回
北
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
会
は

北
海
道
、
東
北
、
北
陸
の
十
五

大
学
と
そ
の
関
連
病
院
の
産
婦

人
科
医
達
が
基
礎
か
ら
臨
床
に

わ
た
る
演
題
を
発
表
し
、
議
論

を
行
う
場
で
す
。
今
回
は
百
四

十
四
の
演
題
か
ら
優
秀
演
題
賞

の
一
つ
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

演
題
の
内
容
は
「
精
液
を
用

い
た
子
宮
内
膜
Ｎ
Ｋ
細
胞
刺
激

法
に
つ
い
て
の
検
討
」
と
い
う

も
の
で
す
。
原
因
不
明
の
不
育

症
に
は
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
異
常
が
関

わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
検

査
の
際
に
は
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
試
薬

で
刺
激
し
、
産
生
さ
れ
る
サ
イ

ト
カ
イ
ン
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
薬
品
で
の
刺
激
は
人
為

的
で
生
理
的
な
産
生
を
反
映
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、

妊
娠
成
立
時
に
必
ず
接
触
の
あ

る
精
液
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ

り
生
理
的
か
つ
カ
ッ
プ
ル
特
異

的
な
検
査
法
と
な
り
得
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
当
院
倫
理
委
員
会
承
認
の

も
と
患
者
の
同
意
を
得
て
子
宮

内
膜
を
採
取
し
、
精
液
に
よ
る

刺
激
と
薬
品
（
Ｐ
Ｍ
Ａ
・
イ
オ

ノ
マ
イ
シ
ン
）
に
よ
る
刺
激
で

Ｎ
Ｋ
細
胞（CD56+
細
胞
）に
お

け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
産
生（IFN

-γ, 
T

N
F-α, IL-4, IL-10

）
に
差
が

生
じ
る
の
か
ど
う
か
比
較
し
ま

し
た
。

　

精
液
刺
激
に
よ
るIFN

-γ

（p< 
0.05

）及
びTNF-α

（p<0.01

）産
生

CD
56bright

細
胞
の
割
合
は
未

刺
激
に
比
し
て
有
意
に
高
く
、
刺

激
に
比
し
て
有
意
に
低
か
っ
た

（
い
ず
れ
もp<0.01

）。
ま
たIL-4

及
びIL-10

産
生CD

56bright

細
胞
の
割
合
は
精
液
刺
激
で
最

も
高
値
で
あ
っ
た（p<0.05

）。

さ
ら
に
Ｎ
Ｋ
１
／
Ｎ
Ｋ
２
比
は

精
液
刺
激
で
薬
物
刺
激
に
比
し
て

有
意
に
低
値
で
し
た（p<0.05

）。

ま
た
同
一
子
宮
内
膜
を
異
な
る

精
液
で
刺
激
す
る
と
、IFN-γ

及

びTNF-α

産
生
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
割

合
に
差
を
認
め
ま
し
た（IFN

-γ: 
2‒60%

、TN
F-α: 2‒50%

）。

　

以
上
の
結
果
よ
り
精
液
に
よ

る
刺
激
で
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
サ
イ
ト

カ
イ
ン
産
生
が
誘
起
さ
れ
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
子
宮
内

膜
と
精
液
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
サ
イ
ト
カ
イ
ン
産
生
に
差
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
子
宮
内
膜

と
精
液
と
の
間
に
カ
ッ
プ
ル
特

異
性
が
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
同
様
の
検
討
は
海

外
文
献
を
検
索
し
て
も
類
を
見

な
い
た
め
様
々
な
予
備
実
験
を

要
し
ま
し
た
が
、
研
究
室
研
修

で
配
属
さ
れ
た
学
生
の
方
々
に

 （左）横山良仁教授と（右）當麻絢子先生

平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
に

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
東
北

支
部
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
て
症
例
発
表
を
行
い
、
優

秀
演
題
賞
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
受
賞
に
あ
た
り
、
ご
指
導

い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
は
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
め
ざ
せ
！
消
化
器
内
視
鏡
専

門
医
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
消
化

器
内
視
鏡
学
会
の
企
画
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回

が
第
九
回
目
で
す
。
対
象
が
消

化
器
内
視
鏡
専
門
医
を
目
指
す

指
す
若
手
医
師
と
な
っ
て
お
り
、

卒
後
二
年
目
ま
で
の
研
修
医
と

卒
後
三
専
攻
医
・
専
修
医
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

受
賞
し
た
演
題
は
「Peutz-

Jeghers

症
候
群
の
早
期
胃
癌

に
対
し
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層

剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
で
治
癒
切
除

を
得
た
一
例
」
で
す
。Peutz-

Jeghers

症
候
群
は
、
常
染
色
体

優
性
遺
伝
の
遺
伝
形
式
を
と
る

食
道
以
外
の
全
消
化
管
に
多
発

す
る
過
誤
腫
性
ポ
リ
ー
プ
を
生

じ
る
疾
患
で
、
ポ
リ
ー
プ
の
増

The 13th Korea-Japan Joint Sym
posium

 on Helicobacter Infection

Young Investigator Aw
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を
受
賞
し
て

消
化
器
血
液
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科　

助
手　

中　

川　
　
　

悟

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ワ
ー

は
高
さ
一
二
五
ｍ
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
が
特
徴
的
で
、
地
上
一

〇
〇
ｍ
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
別

府
市
内
を
一
望
で
き
ま
す
。
周

り
か
ら
は
か
な
り
緊
張
し
て
い

た
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
ら
し

く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
あ
ま
り

飛
び
降
り
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
ま
し
た
。
安
心
し
て

く
だ
さ
い
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り

で
す
。
そ
ん
な
期
待
と
不
安
の

中
、
無
事
に
発
表
・
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
福
田
眞
作

教
授
、
下
⼭
克
准
教
授
を
は
じ

め
、
教
室
の
諸
先
生
方
に
深
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

の
発
表
を
通
し
大
変
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
励
み
に
日
常
の
臨
床
や
研

究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
館
市
立
総
合
病
院　

産
婦
人
科　

當　

麻　

絢　

子

第
64
回 

北
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会

若
手
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
こ
こ
ま

で
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
研
究

班
の
先
生
方
、
臨
床
の
合
間
に

実
験
を
行
う
こ
と
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
臨
床
の
先
生
方
、

研
究
室
研
修
の
学
生
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
変
興
味
深
く
、
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
分
野
で
す

の
で
、
今
後
も
実
験
を
継
続
し

成
果
を
臨
床
の
場
に
も
還
元
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

大
に
伴
い
前
期
合
併
症
と
し
て

腹
痛
、
血
便
、
腸
重
積
や
後
期

合
併
症
と
し
てPeutz Jeghers 

type polyp

か
ら
悪
性
腫
瘍
の

発
生
、
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
上

皮
性
悪
性
腫
瘍
（
膵
臓
、
乳
腺

お
よ
び
卵
巣
癌
な
ど
）
が
問
題

と
な
り
ま
す
。

腸
重
積
、悪
性
腫
瘍
に
対
し
、

外
科
的
な
腫
瘍
切
除
を
繰
り
返

す
と
、
短
腸
症
候
群
と
な
る
可

能
性
や
、
今
後
内
視
鏡
検
査
を

行
う
際
、
癒
着
に
よ
り
深
部
挿

入
が
困
難
と
な
り
、
評
価
・
治

療
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
で
き
る
限
り
腫
瘍
は

内
視
鏡
治
療
を
行
う
こ
と
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Peutz-Jeghers type polyp

か
ら
癌
化
し
た
胃
腫
瘍
に
対
し

外
科
的
切
除
、
内
視
鏡
的
粘
膜

切
除
術
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
を
施
行
し

た
報
告
は
散
見
し
ま
す
が
、
医

学
中
央
雑
誌
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
施
行

し
た
症
例
は
見
ら
れ
ず
、
本
症

例
が
初
の
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｒ
と
異
な
り
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は

よ
り
出
血
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
、

大
き
な
病
変
を
切
除
す
る
こ
と

が
可
能
な
た
め
、
消
化
管
温
存

の
観
点
か
ら
も
積
極
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
多
く
の
先
生
方
に

ご
指
導
頂
い
た
お
力
添
え
が
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
診
断

か
ら
治
療
、
そ
し
て
発
表
に
至

る
が
で
、
自
分
自
身
の
力
だ
け

で
は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
も
謙
虚
な
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
真
摯
な
態
度
で
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

附
属
病
院　

消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科　

医
員　

澤　

田　

洋　

平

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョン
で
優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て
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こ
の
度
、
第
二
十
七
回
日
本

臨
床
化
学
会
東
北
支
部
総
会
、

第
四
十
八
回
日
本
臨
床
検
査

医
学
会
東
北
支
部
総
会
（
合
同

開
催
）
に
お
き
ま
し
てY

oung 
Investigators A

w
ard

を
受
賞

し
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
日

か
ら
四
日
に
熊
本
市
で
行
わ
れ

た
第
五
十
六
回
日
本
臨
床
化
学

会
年
次
学
術
集
会
に
て
受
賞
講

演
を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

今
回
受
賞
し
た
テ
ー
マ
は

「
赤
血
球
溶
出
ケ
モ
カ
イ
ン
測

定
に
よ
る
赤
血
球
血
液
製
剤
の

品
質
評
価
」
で
す
。
概
略
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

輸
血
用
血
液
製
剤
に
関
す
る

副
作
用
は
年
間
約
〇
・
〇
三
％

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
副
作
用

の
種
類
と
し
て
は
Ａ
Ｂ
Ｏ
血
液

型
の
型
違
い
輸
血
な
ど
の
場
合

に
起
こ
る
溶
血
性
副
作
用
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
し
た
血

液
製
剤
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ

る
感
染
症
な

ど
様
々
で
す

が
最
も
発
生

頻
度
の
高
い

の
は
非
溶
血

性
輸
血
副
作

用
で
す
（
輸

血
副
作
用
の

九
三
・
四
％

を
占
め
る
）。

非
溶
血
性
輸

血
副
作
用
に

は
、
一
過
性

の
発
熱
や
蕁

麻
疹
、
ア
レ

ル
ギ
ー
様
反

応
、
血
圧
低

下
、
呼
吸
困

難
、
輸
血
関

連
性
肺
障
害

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
十
分

に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

原
因
と
し
て
は
血
液
製
剤
中
の

各
種
抗
体
な
ど
の
関
連
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
こ

れ
ら
の
抗
体
関
与
で
は
説
明
で

き
な
い
副
作
用
の
要
因
と
し
て

血
液
製
剤
の
長
期
保
存
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
る
赤
血
球
、
白
血

球
、
血
⼩
板
由
来
の
サ
イ
ト
カ

イ
ン
、
ケ
モ
カ
イ
ン
の
関
与
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
赤
血
球

製
剤
中
の
上
清
お
よ
び
赤
血

球
内
の
細
胞
傷
害
性
マ
ー
カ
ー

やR
A

N
T

E
S

、eotaxin-1

、

M
CP-1

と
い
っ
た
生
体
に
お
け

る
免
疫
反
応
に
深
く
関
与
す
る

Duffy

親
和
性
ケ
モ
カ
イ
ン
濃
度

を
保
存
期
間
別
に
測
定
し
、
そ

れ
ら
の
保
存
期
間
の
経
過
に
よ

る
変
化
を
比
較
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
保
存
期
間
が

長
い
ほ
ど
細
胞
傷
害
性
マ
ー

カ
ー
は
上
昇
し
、
血
液
製
剤
の

保
存
期
間
と
の
関
連
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
輸
血
副
作

用
が
起
き
た
血
液
製
剤
で
の
検

討
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　

今
回
の
受
賞
は
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
高
見
秀
樹
教

授
、萱
場
広
之
教
授
を
は
じ
め
、

臨
床
検
査
医
学
講
座
、
医
療
技

術
部
検
査
部
門
お
よ
び
輸
血
部

門
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
ご
助
力
の

お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
臨
床
、

研
究
活
動
に
精
進
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

　

平
成
二
十
八
年
度
弘
前
大
学

及
び
弘
前
大
学
大
学
院
秋
季
学

位
記
授
与
式
が
、
平
成
二
十
八

年
九
月
三
十
日
㈮
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
、
弘
前
大
学
大
学
会

館
三
階
の
大
集
会
室
に
お
い
て

行
わ
れ
、
四
十
六
名
に
学
位
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
秋
季
学
位

授
与
者
の
内
訳
は
、
学
士
学
位

記
授
与
者
三
十
名
（
人
文
学
部

九
名
、
教
育
学
部
八
名
、
医
学

部
保
健
学
科
二
名
、
理
工
学
部

六
名
、
農
学
生
命
科
学
部
五

名
）、
修
士
学
位
授
与
者
十
一

名
（
人
文
学
研
究
科
六
名
、
理

工
学
研
究
科
［
博
士
前
期
課

程
］
二
名
、
農
学
生
命
科
学
研

究
科
三
名
）、
博
士
学
位
授
与

者
五
名
（
医
学
研
究
科
四
名
、

地
域
社
会
学
研
究
科
一
名
）
で

し
た
。
佐
藤
敬
学
長
よ
り
、
お

祝
い
の
お
言
葉
の
後
、
卒
業

生
、
修
了
者
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
二
十
八
年

度
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
秋
季
学
位
記
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
医
学
研
究
科
で
は

秋
季
学
位
授
与
者
が
毎
年
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
出
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
四

年
の
修
業
年
限
内
に
修
了
で
き

る
学
生
が
減
少
し
た
こ
と
で

す
。
大
学
院
が
部
局
化
さ
れ
た

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
学
位
論

文
と
し
て
提
出
さ
れ
る
論
文
は

　

平
成
二
十
八
年
九
月
四
日
に

行
わ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
糖

尿
病
性
神
経
障
害
を
考
え
る
会

に
お
い
て
、Student Investi-

gator A
w

ard

を
頂
き
ま
し
た

の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
糖
尿
病
性
神
経
障
害
を

考
え
る
会
は
平
成
七
年
に
設
立

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
二
十
回
の
研

究
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
会
の
活
動
に
よ
り
、「
糖

尿
病
性
多
発
神
経
障
害
の
簡
易

診
断
基
準
」
お
よ
び
「
糖
尿
病

性
多
発
神
経
障
害
の
病
期
分
類
」

が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
日
常

の
診
療
現
場
お
よ
び
臨
床
研
究

に
汎
用
さ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病

性
神
経
障
害
診
療
の
発
展
に
大

き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
あ

る
研
究
会
で
、
賞
を
頂
け
た
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
私
は
「
糖
尿
病
性
神

経
障
害
に
お
け
る
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
浸
潤
の
役
割
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
、
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
が
末
梢
神
経
の
シ
ュ

ワ
ン
細
胞
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
共
培
養
実
験
を
行
い
、
検

討
し
た
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
糖
尿
病
状
態

で
は
末
梢
神
経
に
単
球
が
浸
潤

し
、
Ｍ
１
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に

分
化
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｍ
１
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
放
出
さ
れ
る

液
性
因
子
は
シ
ュ
ワ
ン
細
胞
に

お
け
る
炎
症
性
分
子
の
発
現
の

亢
進
と
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を

誘
導
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

炎
症
が
糖
尿
病
性
神
経
障
害
の

発
症
や
進
展
を
促
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
形
質

へ
の
介
入
が
糖
尿
病
性
神
経
障

害
の
新
し
い
治
療
戦
略
の
ひ
と

つ
と
な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
四
年
次
の
研
究
室
研
修

で
分
子
病
態
病
理
学
講
座
に
配

属
と
な
り
、
本
研
究
に
携
わ
り

ま
し
た
。RT

-PCR

やW
estern 

blotting
、
細
胞
培
養
な
ど
、

ど
れ
も
初
め
て
の
経
験
で
あ

り
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
実
験

が
進
ま
ず
苦
労
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
室

研
修
の
期
間
が
終
了
し
た
後
も

引
き
続
き
実
験
を
続
け
、
今

回
、
あ
る
程
度
の
結
果
と
な
っ

た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
基
礎
研
究

と
い
う
と
、
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ

の
つ
か
な
か
っ
た
分
野
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
病
態
の
解
明
が
進
ん
で
い
な

い
糖
尿
病
性
神
経
障
害
の
分
野

に
お
い
て
基
礎
研
究
と
い
う
視

点
か
ら
新
た
な
治
療
法
の
可
能

性
の
発
見
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
研
究
の
面
白
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
た

ら
今
後
も
研
究
を
続
け
、
糖
尿

病
の
病
態
の
解
明
、
青
森
県
の

医
療
の
進
歩
に
関
わ
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
分
子
病

態
病
理
学
講
座
の
水
上
教
授
を

は
じ
め
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

す
べ
て
査
読
制
の
あ
る
雑
誌
に

採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
結
果
、
な
か
な
か

論
文
が
採
択
さ
れ
ず
、
四
年
生

と
し
て
留
年
す
る
学
生
が
増
加

し
た
こ
と
で
す
。
現
在
二
十
五

名
が
留
年
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
制
度
が
始
ま
る
前
の
平
成
十

六
〜
十
八
年
度
は
留
年
し
た
学

生
は
わ
ず
か
二
名
（
一
・
九
％
）

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
九
年

以
降
は
全
体
の
約
二
五
％
に
増

加
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
修
業
年
限
短
縮
制
度
を

用
い
て
修
了
す
る
学
生
が
増
え

て
い
る
こ
と
で
す
。
医
学
研
究

科
で
は
、
優
れ
た
研
究
業
績
を

上
げ
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
三

年
あ
る
い
は
三
年
半
で
修
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
修
了
年
限
短

縮
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
春
季
入
学
で
半
年
早

く
修
了
す
る
学
生
と
秋
季
入
学

で
一
年
早
く
修
了
す
る
学
生

は
、
秋
季
学
位
記
授
与
式
で
学

位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
の
医
学
研
究
科

の
秋
季
修
了
生
は
甲
の
三
名
と

論
文
提
出
に
よ
る
乙
の
一
名
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
修
了
年

限
短
縮
制
度
を
利
用
し
て
卒
業

さ
れ
た
方
は
今
回
は
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
論
文
の
質
を
評
価

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
今
回
の
修
了
生
及

び
論
文
提
出
（
乙
）の
学
位
論

文
は
何
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容

で
あ
り
、
学
位
授
与
者
の
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
の
秋
季
学
位
記

伝
達
式
に
は
、
四
名
全
員
が
出

席
す
る
こ
と
が
出
来
、
若
林
孝

一
研
究
科
長
か
ら
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

秋季学位記授与式
学事委員長　廣　田　和　美

（麻酔科学講座　教授）

日
本
臨
床
化
学
会
で

Young Investigators Aw
ard

を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

医
療
技
術
部
検
査
部
門　

小
笠
原　
　
　

脩

医
学
部
医
学
科
五
年　

石　

山　

永　

美

平
成
28
年
度 

糖
尿
病
性
神
経
障
害
を
考
え
る
会

Student Investigator Aw
ard

を
受
賞
し
て
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病
専
門
医
で
あ
る
梅
原
一
浩
先

生
よ
り
「
歯
周
病
と
糖
尿
病
の

甘
い
関
係
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
最
近
、
歯
周
病

は
糖
尿
病
の
第
六
の
合
併

症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
歯
周
病
が
多

岐
に
及
ぶ
全
身
疾
患
と
の

関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
梅
原
先
生
か
ら
は
最

初
に
歯
周
病
の
病
態
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明

が
あ
り
、
次
に
両
者
の
治

療
法
が
と
て
も
類
似
し
て

い
る
点
に
着
目
し
な
が
ら

の
治
療
法
の
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。
歯
周
病
は
自
分

で
行
う
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
つ
つ
、
歯
周

病
と
糖
尿
病
の
関
係
ば
か

り
で
は
な
く
様
々
な
全
身

疾
患
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
触
れ
な
が
ら
口
腔
衛
生

状
態
を
保
つ
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
お
話
し
で

し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も
市

民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
質
問
を

頂
き
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
充
実
し
た
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

け
多
く
学
生
に
残
る
よ
う
に
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
次

第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
し

た
解
剖
学
教
育
が
継
続
・
発
展

で
き
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
皆

様
の
お
力
添
え
の
ほ
ど
を
何
卒
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

続
き
、
若
林
孝
一
医
学
部
長
な

ら
び
に
佐
藤
敬
学
長
よ
り
会
場

の
皆
様
に
ご
挨
拶
と
献
体
活
動

へ
の
お
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
本
学
白
菊
会
を
設

立
さ
れ
ま
し
た
河
西
達
夫
名
誉

教
授
に
「
弘
前
大
学
白
菊
会
の

あ
ゆ
み
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を

賜
り
、
設
立
当
時
か
ら
現
在
ま

で
の
歴
史
に
つ
い
て
当
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
込
み
な
が
ら

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
河
西
先
生
の
力

強
い
立
ち
振
る
舞
い
を
目
の
当

た
り
に
い
た
し
ま
す
と
、
本
学

の
白
菊
会
と
解
剖
学
教
室
の
発

展
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い

で
こ
ら
れ
た
こ
と
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
、
全
国
で

六
番
目
と
い
う
速
さ
で

白
菊
会
を
築
か
れ
た
と

う
偉
業
が
当
然
の
こ
と

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
非
常
に
興
味
深
く

拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
と
と
も
に
、
そ
の
教

室
を
引
き
継
い
で
い
る

重
責
に
改
め
て
緊
張
を

覚
え
ま
し
た
。
次
い

で
、
篤
志
解
剖
全
国
連

合
会
元
会
長
（
富
⼭
医

科
薬
科
大
学
名
誉
教

授
）
の
大
谷
修
先
生
に

「
死
後
に
生
き
る
も

の
」
と
題
し
て
全
国
的

な
献
体
活
動
の
推
移
や

現
状
と
と
も
に
、
解
剖

学
実
習
が
医
学
生
に
残

し
て
い
く
も
の
に
つ
い

て
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
お
二
人
の
先
生
と

も
に
「
医
学
は
献
体
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お

こ
の
弘
前
大
学
医
学
部
に
篤

志
献
体
団
体
と
し
て
白
菊
会
が

設
立
さ
れ
て
今
年
で
半
世
紀
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

一
般
の
方
々
に
献
体
活
動
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
の
奥
田
稔
白
菊
会
理
事

長
の
強
い
思
い
か
ら
、
九
月
十

五
日
十
三
時
三
十
分
よ
り
本
学

の
基
礎
大
講
堂
で
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
白
菊
会
会
員

や
一
般
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
本

学
ご
出
身
の
諸
先
輩
の
方
々
ま

で
多
数
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
に
先
立

ち
、
奥
田
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶

と
本
学
白
菊
会
の
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
の
に

　

今
年
度
の
医
学
研
究
科
学
内

公
開
講
座
は
「
お
口
の
健
康
か

ら
全
身
の
健
康
へ
」
を
テ
ー
マ

に
さ
る
九
月
二
日
、
医
学
部
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
一
般
市

民
を
中
心
に
約
八
十
名
の
方
々

富山大学名誉教授
大谷　修 先生

弘前大学名誉教授
河西達夫 先生

生体構造医科学講座教授
下田　浩 先生

り
、
医
学
生
は
解
剖
学
実
習
に

よ
っ
て
人
体
構
造
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
生
命
に
対
す
る
尊
厳

や
医
学
徒
と
し
て
の
精
神
を
身

に
付
け
て
い
く
」
こ
と
を
強
調
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

会
場
の
方
々
か
ら
本
学
の
献
体

活
動
や
教
育
に
つ
い
て
ご
質
問

や
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
頂
戴
し
、

意
見
交
換
を
行
い
、
講
演
会
は

成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
会
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
は
学
内
の
多
く
の

方
々
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

常
々
学
生
に
は
話
し
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
解
剖
学
の
学
習

に
お
け
る
先
生
は
ご
献
体
頂
き

ま
し
た
方
々
で
あ
り
、
教
員
は

そ
の
先
生
の
想
い
が
出
来
る
だ

白菊会記念講演チラシ

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

「
献
体
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
ま
す
か
？

～
最
後
の
贈
り
物
～

平
成
28
年
度 

医
学
研
究
科
学
内
公
開
講
座
の
開
催
報
告

「
お
口
の
健
康
か
ら
全
身
の
健
康
へ
」

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座　

教
授　

小　

林　
　
　

恒

に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。
講

演
は
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

の
大
門
眞
教
授
の
座
長
の
も
と

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
の
⼩
林

恒
、
久
保
田
耕
世
と
市
内
で
開

業
さ
れ
て
い
る
梅
原
一
浩
先
生

の
三
人
が
担
当
し
ま
し
た
。
最

初
の
講
演
は
⼩
林
に
よ
り
「
口

腔
の
健
康
と
全
身
の
関
係
―
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
見
え
て
き
た
も
の
」
と
題
し

て
岩
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
診

結
果
か
ら
新
知
見
と
し
て
口
腔

内
環
境
が
全
身
疾
患
に
与
え
て

い
る
影
響
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
紹
介
さ
れ
た
内
容

は
認
知
機
能
、
平
衡
機
能
、
全

身
の
筋
力
、
嚥
下
機
能
、
腎
機

能
、
睡
眠
と
い
っ
た
口
腔
と
は

一
見
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
実
は
口
腔
と
密
接
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
次
に

久
保
田
よ
り
「
口
腔
ケ
ア
は
な

ぜ
必
要
か
？
」
と
題
し
て
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。
近
年
が
ん
治
療
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
も
口
腔
の

周
術
期
管
理
の
重
要
性
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
口
腔
ケ

ア
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
特
に
自
分
で
行
う
口
腔

ケ
ア
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
と
し
て

歯
の
理
想
的
な
磨
き
方
か
ら
誤

嚥
を
予
防
す
る
た
め
に
も
唾
液

を
多
く
分
泌
さ
せ
る
よ
う
な
唾

液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
嚥

下
を
上
手
く
行
う
た
め
の
嚥
下

体
操
の
紹
介
が
あ
り
、
最
後
に

が
ん
治
療
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い

て
実
際
の
デ
ー
タ
を
示
な
が
ら

そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
は
市
内
で
歯

科
医
院
を
開
業
し
て
い
る
歯
周

梅原一浩 先生 久保田耕世 先生 小林　恒 先生

医学部コミュニケーションセンター内にて

平
成
28
年
度 

医
学
研
究
科
学
外
公
開
講
座
の
開
催
報
告

「
胃
・
腸
・
肺
が
ん
─
予
防
・
早
期
発
見
と
治
療
─
」

附
属
病
院　

呼
吸
器
内
科　

講
師　

當　

麻　

景　

章

平
成
二
十
八
年
十
月
十
五
日

㈯
に
弘
前
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科　

健
康
・
医
療
講
演
会

「
胃
・
腸
・
肺
が
ん
―
予
防
・
早

期
発
見
と
治
療
―
」が
大
鰐
町

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

鰐com
e

（
わ
に
か
む
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

が
ん
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

青
森
県
は
が
ん
死
亡
率
が
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
一
位
で
あ
り
、
積

極
的
な
が
ん
予
防
、
早
期
発

見
、
治
療
へ
の
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
は
、

な
か
で
も
死
亡
数
が
多
く
、
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
胃
、
大

腸
、
肺
が
ん
を
中
心
に
講
演
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
学
広
報
委
員

長
の
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

教
授 

大
門
眞
先
生
か
ら
、
本

会
の
趣
旨
な
ど
を
含
め
て
ご
挨

拶
を
頂
い
た
あ
と
、
講
演
１

「
胃
・
腸
の
癌
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
町
立
大
鰐
病
院　

副

院
長
の
大
川
恵
三
先
生
か
ら
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
が
ん
検
診

か
ら
そ
の
後
の
検
査
内
容
や
、

罹
患
し
た
場
合
に
行
わ
れ
る
内

視
鏡
を
用
い
た
治
療
な
ど
に
つ

い
て
、
動
画
を
交
え
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
大
鰐
病
院
で
の

検
査
、
治
療
内
容
や
、
二
次
検

診
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
検
診
受
診
の
重
要
性
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
特
に
胃
癌

に
関
し
て
は
、
ピ
ロ
リ
菌
と
の

関
連
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
最
近
、
実
施
さ
れ
て
い
る

リ
ス
ク
検
診
の
ご
案
内
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
講
演
２
「
肺
の
癌

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
私
の
方

か
ら
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
肺
が
ん
は
日
本
人
の
が

ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
、
現

在
も
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

治
療
に
関
し
て
は
、
薬
物
療
法

の
進
歩
が
目
覚
ま
し
く
、
従
来

型
の
抗
が
ん
剤
以
外
に
も
、
腫

瘍
の
遺
伝
子
異
常
に
基
づ
い
て

選
択
さ
れ
る
分
子
標
的
治
療
薬

や
、
自
分
の
免
疫
を
利
用
し
た

免
疫
療
法
が
、
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

非
常
に
高
価
な
治
療
で
あ
る
こ

と
や
、
ま
だ
治
癒
に
至
る
よ
う

な
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
等
か
ら
多
く
の
課
題

を
か
か
え
て
い
る
の
が
現
状
で 大鰐町地域交流センター鰐come内にて

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

弘
前
大
学
白
菊
会
創
立
50
周
年
記
念
講
演
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入
試
専
門
委
員
長　

上　

野　

伸　

哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授
）

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
て

平
成
二
十
八
年
度
は
五
月
十

四
日
お
よ
び
八
月
九
日
の
二
回

に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。
第

一
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
五
月
十

四
日
に
は
、
三
コ
マ
の
講
義；

⑴
医
学
部
長
の
若
林
孝
一
先
生

か
ら 

「
弘
前
大
学
医
学
部
の
姿

勢
と
将
来
性
」、
⑵
附
属
病
院

長　

福
田
眞
作
先
生
よ
り
「
躍

進
を
続
け
る
弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
」、
⑶
入
試
専
門
委

員
長　

上
野
よ
り
「
弘
前
大
学

Ａ
Ｏ
入
試
選
抜
の
概
要
及
び
弘

前
大
学
医
学
部
医
学
科
教
育
の

概
要
」
を
行
い
ま
し
た
。
第
二

回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
八
月
九
日

に
お
い
て
は
、
四
コ
マ
の
講

義；

⑴
医
学
部
長
の
若
林
孝
一

先
生
か
ら
「
弘
前
大
学
医
学
部

の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
」、
⑵
弘

前
大
学
長
の
佐
藤
敬
先
生
よ
り

「
北
日
本
の
医
学
を
担
う
諸
君

へ
」、
⑶
学
務

委
員
長　

鬼
島

宏
先
生
よ
り

「
弘
前
大
学
医

学
部
医
学
科
の

教
育
」、
⑷
入

試
専
門
委
員
長

上
野
よ
り
「
弘

前
大
学
Ａ
Ｏ
入

試
選
抜
の
概

要
」
を
行
っ
た

後
、
青
森
県
健

康
福
祉
部
よ
り

「
医
師
修
学
資

金
貸
与
制
度
に

つ
い
て
」
を
紹

介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
一
回
お
よ

び
第
二
回
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
百
二
十
七
名
、
九
十
二
名

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
を
得

て
お
り
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
参

加
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
Ａ
Ｏ

入
試
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ

フ
ィ
ス
入
試
）
の
目
的
、
意
図

を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
こ
と

が
目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
弘
前
大
学
医
学
部
の
歴

史
、
使
命
、
方
針
を
示
し
、『
郷

土
を
愛
す
医
師
の
育

成
』
と
い
う
目
的
遂
行

へ
の
足
が
か
り
と
考
え

て
い
ま
す
。
五
月
十
四

日
開
催
の
第
一
回
ス

ク
ー
リ
ン
グ
で
は
、
高

校
生
、
保
護
者
、
高
校

教
諭
の
参
加
が
あ
り
、

Ａ
Ｏ
入
試
内
容
へ
の
質

問
が
多
く
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
八
月
九
日
開
催

の
第
二
回
ス
ク
ー
リ
ン

グ
は
、
気
温
三
十
度
を

越
え
、
弘
前
で
は
珍
し

く
非
常
に
蒸
し
暑
い
日

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
基
礎
講
堂
に
は
多
く

の
高
校
生
お
よ
び
保
護

者
で
い
っ
ぱ
い
で
、
冷

房
も
あ
ま
り
効
か
な
い

す
。
や
は
り
、
最
終
的
に

は
禁
煙
な
ど
に
よ
る
予
防

と
、
検
診
に
よ
る
早
期
発

見
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
、
具
体
的
な
数
値
を
提

示
し
な
が
ら
解
説
い
た
し

ま
し
た
。

農
繁
期
の
快
晴
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
例
年

に
比
べ
参
加
者
数
は
や
や

少
な
め
で
し
た
が
、
熱
心

に
聴
講
い
た
だ
き
、
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
て
盛
況

な
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
解
散
後
に
は
、
個
別

の
相
談
を
い
た
だ
い
た
り

も
し
ま
し
た
。
土
曜
日
の

午
後
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

い
た
町
立
大
鰐
病
院
お
よ

び
本
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
こ
の
場
を
か
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

當麻景章 先生 大川恵三 先生 大門　眞 先生

状
態
で
し
た
が
、そ
ん
な
な
か
、

円
滑
な
運
営
、
実
施
を
担
っ
た

事
務
の
方
々
、
さ
ら
に
講
義
担

当
の
教
員
の
み
な
さ
ま
に
深
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
講
義
終
了

後
の
質
疑
応
答
は
高
校
生
か
ら

の
質
問
が
多
く
、
極
め
て
活
発

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
将
来

の
弘
前
大
学
医
学
部
、
さ
ら
に

は
青
森
お
よ
び
日
本
の
医
療
及

び
医
学
を
担
う
人
材
と
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

教
授　

福　

田　

幾　

夫

「
病
院
か
ら
の
全
患
者
避
難
：
経
験
か
ら
学
ぶ
」

摂
南
大
学
と
の
共
同
研
究
、

「
被
災
者
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
の
医

療
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

―
避
難
所
・
病
院
・
自
治
体
・

薬
局
を
つ
な
ぐ
新
た
な
試
み
―
」

（
内
閣
府
特
別
研
究
補
助
金
・

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
一
環
と
し
て
、

第
二
回
災
害
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
一
橋
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

災
害
列
島
で
あ
る
日
本
で
は
、

病
院
が
直
接
被
災
す
る
危
険
性

が
あ
り
、
本
年
四
月
の
熊
本
地

震
で
は
、
十
一
の
病
院
が
使
用

不
可
能
に
な
り
入
院
患
者
を
避

難
さ
せ
ま
し
た
。
患
者
を
避
難

さ
せ
る
こ
と
は
重
症
例
で
は
高

い
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、

病
院
経
営
上
も
大
き
な
打
撃
に

な
り
ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
午
前
中
の
部
で
は
、

き
ぬ
医
師
会
病
院
の
柴
田
先
生

か
ら
昨
年
の
常
総
市

水
害
で
一
階
部
分
の

浸
水
に
よ
り
電
源
消

失
し
た
病
院
か
ら
の

ボ
ー
ト
に
よ
る
避
難

の
経
験
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
⼩
千

谷
病
院
元
看
護
部
長

の
佐
藤
先
生
か
ら
は

二
〇
〇
四
年
の
新
潟

県
中
越
地
震
で
病
室

の
壁
・
天
井
の
損
傷

と
屋
上
高
架
水
槽
か

ら
の
漏
水
で
全
患
者

避
難
の
経
験
と
、
そ

の
後
の
二
〇
〇
七
年

新
潟
県
中
越
沖
地
震

で
生
か
さ
れ
た
教
訓

に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
電
気
水
道
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
使

え
な
く
な
る
と
、
病
院
の
機
能

維
持
が
困
難
な
こ
と
、
平
素
の

訓
練
が
重
要
な
こ
と
、
時
間
外

等
の
発
災
で
は
看
護
師
の
役
割

が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
元
川
崎
医
科
大
学
の

藤
井
先
生
か
ら
は
、
電
気
回
線

の
シ
ョ
ー
ト
に
よ
る
発
煙
・
全

館
停
電
で
の
大
学
病
院
の
患
者

避
難
の
経
験
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
室
、

医
学
部
施
設
、
体
育
館
を
使

い
、
医
学
生
看
護
学
生
の
力
も

借
り
て
速
や
か
に
避
難
で
き
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
未

熟
児
や
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
救

急
車
で
他
院
に
転
送
し
、
病
院

機
能
回
復
ま
で
外
泊
し
て
も

ら
っ
た
患
者
の
移
送
に
は
タ
ク

シ
ー
会
社
と
の
普
段
の
連
携
が

有
用
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
南
三
陸
町
志討論での講演者たち

津
川
病
院
の
元
医
師
菅
野
先
生

か
ら
は
、
六
メ
ー
ト
ル
の
津
波

を
予
想
し
て
い
た
訓
練
を
行
っ

て
い
た
が
、
は
る
か
に
高
い
津

波
が
地
震
後
短
時
間
に
押
し
寄

せ
、
五
階
建
の
四
階
部
分
ま
で

迫
っ
た
時
の
様
子
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
辛
い
経
験
を
お

話
い
た
だ
き
、
思
わ
ず
涙
ぐ
ん

で
し
ま
っ
た
参
加
者
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
通
し
て
、
沿
岸
部
や
川
の
近

く
な
ど
浸
水
の
リ
ス
ク
が
あ
る

病
院
で
は
最
上
階
に
水
や
医
療

資
源
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
訓
練
に
も
意
味
は
あ
っ
た

こ
と
、
ま
ず
は
「
自
分
の
い
の

ち
」
を
守
っ
て
良
い
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
津
波
で
被
災
し

た
医
療
者
の
共
通
認
識
と
し

て
、
災
害
弱
者
の
施
設
は
被
害

が
想
定
さ
れ
る
場
所
か
ら
は
移

動
す
べ
き
こ
と
も
前
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
発
表
同
様
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
被

災
地
の
医
療
支
援
が
多
く
の
医

療
従
事
者
が
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
示
さ

れ
ま
し
た
。
東
熊
本
病
院
の
永

田
先
生
か
ら
は
、
本
年
四
月
の

熊
本
地
震
で
の
病
院
避
難
経
験

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

熊
本
病
院
は
震
央
の
益
城
町
に

あ
り
、
震
度
七
の
激
震
に
二
回

襲
わ
れ
ま
し
た
。
二
回
目
の
震

度
七
の
本
震
の
時
に
は
、
電

気
・
水
道
が
と
だ
え
た
病
院
か

ら
の
避
難
途
中
で
の
こ
と
で
し

た
。
病
院
外
で
救
急
車
で
の
搬

送
を
待
っ
て
い
た
患
者
も
お
り
、

初
回
の
震
度
七
に
耐
え
た
病
院

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
中
で
、

県
内
外
の
施
設
に
一
名
の
人
的

被
害
も
出
さ
ず
に
避
難
を
終
了

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

午
後
の
部
で
は
工
学
院
大
学

建
築
学
部
の
久
田
先
生
か
ら
、

新
宿
駅
周
辺
地
域
に
お
け
る
大

震
災
時
の
多
数
傷
病
者
発
生
時

の
対
応
に
つ
い
て
の
問
題
点
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
宿
駅
周
辺

で
は
、
地
域
住
民
が
少
な
く
、

救
護
所
や
避
難
所
が
設
置
し
難

く
、
災
害
拠
点
病
院
に
軽
傷
の

患
者
や
避
難
者
が
殺
到
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
地
域
の
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
、
大
災
害
時
に
は
各

ビ
ル
等
の
地
区
ご
と
で
対
応
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
職
住
が
離
れ
て

い
る
東
京
で
は
他
の
駅
も
同
様

の
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
、
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
保
健

医
療
科
学
院
の
金
谷
先
生
か
ら

は
、
広
域
災
害
に
備
え
た
災
害

時
医
療
情
報
の
共
有
化
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

災
害
時
に
被
災
傷
病
者
の
医

療
の
中
心
に
な
る
べ
き
病
院
が
、

被
災
を
し
て
機
能
を
失
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
病
院
避
難
の

決
断
は
入
院
患
者
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
医
療
提
供
の
継
続
、

さ
ら
に
病
院
経
営
ま
で
考
え
て

行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
重
い

課
題
と
し
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
長
は
こ
の
よ
う
な
重
い
決

断
を
担
え
る
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
の
が
討
論
で
の

一
致
し
た
意
見
で
し
た
。
そ
の

他
に
も
今
後
の
災
害
対
応
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
る
講
演
会
で

あ
り
、
こ
の
内
容
は
昨
年
の
福

島
で
の
講
演
会
と
合
わ
せ
て
出

版
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

災
害
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
東
京

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
位
を

取
得
し
ま
し
た
。
膝
前
十
字
靱

帯
の
予
防
に
関
す
る
研
究
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
焦
点
を
あ

て
た
も
の
が
多
く
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
膝
外
傷
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
前
十
字

靱
帯
損
傷
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
、

徐
々
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た

の
で
す
が
、
非
常
に
奥
が
深
い

難
問
で
あ
り
、
な
か
な
か
解
決

に
至
ら
な
い
た
め
、
卒
業
後
も

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。「
十

年
続
け
れ
ば
プ
ロ
に
な
る
」
と

い
う
十
年
ル
ー
ル
が
提
唱
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

　

本
年
は
十
月
五
日
に
動
物
慰

霊
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
式
の
間
は
雨
が
降

り
出
す
こ
と
も
な
く
、
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
に

献
花
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
引
き
続
い
て
福
島
県
立
医

科
大
学 

ふ
く
し
ま
国
際
医
療

科
学
セ
ン
タ
ー 

医
療
―
産
業

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ 

動
物
実
験
分
野
長 

片
平
清講演会の様子 片平　清昭 先生

昭
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。「
実
験
動
物
の

苦
痛
軽
減
（
麻
酔
）
の
工
夫
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
て
、
動
物

麻
酔
の
変
遷
お
よ
び
、
具
体
的

な
方
法
、
方
策
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ジ
エ

チ
ル
エ
ー
テ
ル
に
よ
る
麻
酔
、

ペ
ン
ト
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
単
独
で

の
手
術
麻
酔
が
動
物
麻
酔
と
し

て
も
不
適
切
で
あ
る
こ

と
、
二
〇
〇
七
年
に
ケ
タ

ミ
ン
の
麻
薬
指
定
変
更
に

よ
る
問
題
点
が
示
さ
れ
、

今
後
は
、
イ
ソ
フ
ル
レ

ン
、
セ
ポ
フ
ル
レ
ン
な
ど

の
安
全
な
吸
入
麻
酔
が
推

奨
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
片
平
先

生
か
ら
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で

の
低
重
力
下
で
の
興
味
深

い
動
物
実
験
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
地
上
に
帰
還

し
た
動
物
を
用
い
た
実
験

の
際
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
獣
医
師
が
立
ち
会

い
、
実
験
計
画
ど
お
り
に

遂
行
さ
れ
て
い
る
か
の

チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い

る
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
日

本
で
も
今
後
は
、
同
様
な

対
応
が
必
要
に
な
り
そ
う

で
す
。

　

昨
今
、
動
物
麻
酔
も
ほ

ぼ
ヒ
ト
に
対
す
る
麻
酔
と

同
等
の
薬
剤
お
よ
び
手
法

が
要
求
さ
れ
る
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
弘
前
大
学
で

も
、
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

で
の
麻
酔
、
ペ
ン
ト
バ
ル

ビ
タ
ー
ル
単
独
で
の
手
術

麻
酔
と
い
っ
た
こ
と
が
動

物
麻
酔
と
し
て
不
適
切
で

外
科
手
術
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
そ
の
教
育
効
果
を
ゲ
ー

テ
の
言
葉
を
引
用
す
る
と
「
人

間
は
、
そ
の
及
ぼ
し
得
る
一
切

の
影
響
を
、
そ
の
人
格
に
よ
っ

て
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
青
年

は
最
も
強
く
青
年
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
そ
こ
に
最
も
純
粋
な
影

響
が
生
じ
る
」（「
詩
と
真
実
」
第

二
部
第
十
巻
）
が
ふ
さ
わ
し
い
。

青
年
が
自
分
の
生
き
て
い
く

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
ど
の
よ
う

に
渉
っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え

る
時
、
先
ず
身
近
な
年
上
の
青

年
の
存
在
を
観
察
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
⼩
学
生
が

中
学
生
を
、
中
学
生
が
高
校
生

を
見
て
自
分
の
近
未
来
を
予
測

す
る
よ
う
に
彼
ら
の
思
考
の
歴

史
が
そ
の
よ
う
な
過
程
を
踏
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、

高
校
か
ら
大
学
へ
の
進
学
に
つ

い
て
は
、
思
考
の
深
さ
あ
る
い

は
視
座
を
こ
れ
ま
で
の
校
種
や

学
年
と
い
っ
た
全
体
意
識
か
ら

更
に
個
で
あ
る
自
分
に
問
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
喩
え
る
と

そ
れ
は
蛹
か
ら
蝶
へ
と
羽
化
す

る
姿
に
重
な
る
。
守
ら
れ
て
き

た
環
境
か
ら
外
界
へ
と
飛
び
立

つ
た
め
に
は
、
自
分
か
ら
殻
を

割
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。お
そ
ら
く
蛹
の
内
部
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
界
か
ら
の
刺
激

に
よ
っ
て
刻
々
と
代
謝
が
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
蝶
に

な
る
た
め
の
準
備
が
進
ん
で
い

る
の
だ
と
思
う
が
、
外
観
か
ら

は
中
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
人
間
が

手
を
触
れ
る
こ
と
は
、
摂
理
を

冒
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

蛹
の
期
間
は
個
と
し
て
の
克
己

力
が
備
わ
る
時
間
で
あ
り
、
見

守
る
側
は
成
長
の
過
程
を
待
つ

心
が
な
く
て
は
い
け
な
い
間
合

い
の
時
と
も
言
え
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る

開
催
校 

青
森
県
立
田
名
部
高
等
学
校

　

校
長　

三　

戸　

延　

聖

「
蛹
」

生
徒
達
の
様
子
か
ら
は
、
一
人

一
人
の
瞳
の
奥
に
湛
え
ら
れ
た

微
妙
な
輝
き
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
青
年
が
青

年
に
影
響
を
受
け
て
い
る
純
粋

性
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
一
方
で
は
、
心
の
中
で

起
こ
る
化
学
反
応
に
自
分
自
身

が
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
不
安
か

ら
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
何
度
か
各
地
の
セ
ミ
ナ
ー

会
場
を
訪
問
し
て
感
ず
る
こ
と

に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
導
入
・
展
開

時
と
終
了
時
と
で
は
生
徒
の
眼

差
し
に
共
通
の
変
容
が
あ
る
。

終
了
時
に
は
生
徒
が
発
す
る
言

葉
も
笑
顔
も
増
え
る
。
自
分
を

解
き
放
ち
、
空
気
が
和
や
か
に

変
化
す
る
感
覚
が
会
場
全
体
を

包
ん
で
い
く
一
体
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

命
を
預
か
る
医
師
と
い
う
人
格

か
ら
放
た
れ
る
影
響
を
青
年
が

自
ら
の
心
で
受
け
止
め
、
再
び

個
か
ら
全
体
へ
、
も
し
く
は
孤

独
か
ら
仲
間
へ
と
時
が
戻
る
感

覚
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
蛹

の
内
部
で
や
が
て
飛
翔
す
る
た

め
の
翅は

ね

に
な
る
組
織
が
形
成
さ

れ
た
瞬
間
だ
と
も
言
え
る
。

医
師
を
志
す
青
年
た
ち
に
こ

の
よ
う
な
大
切
な
自
己
を
見
つ

め
る
時
と
場
を
創
り
、継
続
し
、

県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
弘
前
大
学
医
学
研
究

科
消
化
器
外
科
学
講
座
の
袴
田

健
一
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先

生
方
、
研
修
医
の
方
々
、
医
学

部
在
籍
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

本
当
に
感
謝
の
言
葉
し
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
セ

ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た
り
最
新
の

医
療
機
器
を
準
備
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の

方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
後
と
も
大
学
と
高
等
学

校
が
心
と
力
を
合
わ
せ
、
本
県

の
医
療
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
け

れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

実
験
動
物
慰
霊
式

附
属
動
物
実
験
施
設
長　

上　

野　

伸　

哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授
）

結
び
に
も
う
一
つ
ゲ
ー
テ
の

箴
言
を
添
え
て
御
礼
の
言
葉
と

し
ま
す
。「
青
年
は
教
え
ら
れ

る
よ
り
刺
激
さ
れ
る
こ
と
を
欲

す
る
。」（「
詩
と
真
実
」
第
二

部
第
八
巻
）

あ
る
こ
と
の
認
識
が
広
ま
り
、

三
種
混
合
お
よ
び
イ
ソ
フ
ル
レ

ン
を
用
い
た
吸
入
麻
酔
に
移
行

し
て
き
ま
し
た
。
一
九
五
九
年

にR
ussell

とB
urch

氏
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
世
界
的
な

動
物
実
験
の
基
準
理
念
で
あ
る

「
３
Ｒ
の
原
則
」Replacem

ent

（
代
替
）、Reduction

（
削
減
）

Refinem
ent

（
苦
痛
軽
減
）
の

要
素
の
な
か
で
、
麻
酔
は

Refinem
ent

の
最
も
有
効
な
手

段
で
あ
り
、
さ
ら
に
洗
練
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
動
物

施
設
で
も
、
吸
入
麻
酔
用
機
器

の
充
実
、
動
物
取
り
扱
い
の
講

習
を
通
じ
て
、
動
物
実
験
に
お

け
る
３
Ｒ
実
践
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
の
魅
力

附
属
病
院　

整
形
外
科　

助
教　

木　

村　

由　

佳

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

私
は
二
〇
〇
五
年
に
弘
前
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
二
年
間

の
初
期
研
修
を
経
て
整
形
外
科

学
講
座
に
入
局
し
ま
し
た
。
現

在
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
を
専

門
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
に
入
学
し
た
頃
は
、
内
科

や
外
科
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な

診
療
科
し
か
思
い
つ
か
ず
、
自

分
が
整
形
外
科
医
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
学
生
時
代
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
所
属
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
ケ
ガ
や
障
害
に
次
第

に
興
味
を
抱
き
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
し
て
私
達
の
学
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
で
整
形
外
科
を
選
択
し

た
こ
と
が
大
き
な
転
機
に
な
り

ま
し
た
。
次
々
と
運
ば
れ
て
く

る
外
傷
の
患
者
さ
ん
を
治
し
た

い
、
整
形
外
科
っ
て
お
も
し
ろ

い
、
と
感
じ
た
私

は
整
形
外
科
医
に

な
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

初
期
研
修
終
了

と
同
時
に
入
学
し

た
大
学
院
で
は
、

膝
の
前
十
字
靱
帯

損
傷
予
防
と
い
う

テ
ー
マ
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科
と
の
出
会
い

で
し
た
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
の
後
輩

達
に
被
検
者
と
し

て
協
力
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
研
究

を
行
い
、「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
の

前
十
字
靱
帯
損
傷

の
受
傷
メ
カ
ニ
ズ

ISAKOS（国際関節鏡・膝・スポーツ医学会）フランス・リオンにて

高
校
生
外
科
手
術
体
験
セ
ミ
ナ
ー
in
む
つ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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平
成
二
十
八
年
度
前
期
の「
研

究
室
研
修
」で
は
、
例
年
通
り
、

四
年
次
学
生
が
医
学
研
究
科
の

各
講
座
の
い
ず
れ
か
に
配
属
さ

れ
、
四
月
か
ら
七
月
ま
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
七
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
九
日
の
午
後
に
基

礎
大
講
堂
で
発
表
会
を
行
な

い
、
同
時
に
優
秀
発
表
賞
の
審

査
も
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
学

生
一
人
あ
た
り
の
持
ち
時
間
を

六
分
（
発
表
四
分
、
質
疑
応
答

二
分
）
と
し
、
各
発
表
に
つ
き

三
な
い
し
四
名
の
教
員
が
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

集
計
し
、
平
均
点
の
上
位
三
名

（
表
）が
優
秀
発
表
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
授
賞
式
が
十
月
十
八

日
に
医
学
部
長
室
で
行
わ
れ
、

若
林
医
学
部
長
か
ら
三
名
の
学

生
に
優
秀
発
表
賞
の
賞
状
と
副

賞
の
図
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
は
「
論
文

形
式
」
と
し
て
い
ま
す
。
あ
ち

こ
ち
の
講
座
で
、
学
生
の
研
修

を
も
と
に
、
原
著
論
文
の
作
成

が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
論
文
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ュ

さ
れ
た
と
き
の
喜
び
を
学
生
諸

君
に
も
体
験
し
て
も
ら
え
た
ら
、

一
層
、
実
り
あ
る
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
指
導
教
員
の
方
々

に
は
大
変
な
労
力
と
思
い
ま
す

が
、
論
文
の
作
成
ま
で
ご
指
導

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。Pub 

M
ed

に
載
せ
る
こ
と
が
む
つ
か

し
い
場
合
に
は
、「
弘
前
医
学
」

へ
の
投
稿
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

「
弘
前
医
学
」
は Pub M

ed 

に

は
収
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

google 

か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
学

生
諸
君
が
初
期
研
修
修
了
の
後

に
は
後
期
研
修
の
一
環
と
し
て

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

に
進
学
し
、
一
度
は
研
究
に
取

り
組
ん
で
下
さ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。「
博
士
号
」
は

「
専
門
医
」
と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア

上
の
重
要
な
車
の
両
輪
と
思
い

ま
す
。

学
生
を
受
け
入
れ

指
導
し
て
い
た
だ
い

た
担
当
教
員
な
ら
び

に
審
査
を
担
当
し
て

下
さ
っ
た
教
員
の
方
々
に
、
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
平

成
二
十
八
年
度
の
研
究
室
研
修

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
時

期
に
あ
た
る
た
め
、
後
期
に
は

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
三
年
生
を

対
象
に
開
講
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

研
究
室
研
修
の
発
表
会
で
の
英

語
の
発
表
を
も
っ
て
「
医
学
英

語
Ⅲ
」
の
単
位
認
定
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
導
教

員
の
皆
様
に
は
、
ご
負
担
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
研
究
室
研
修
優

秀
発
表
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
、
菊
池
英
純
先

生
、
宮
澤
邦
昭
先
生
、
消
化
器

血
液
内
科
学
講
座
の
先
生
方
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
私
が
発
表
し
た
内
容
は

「
あ
お
も
り
藍
の
炎
症
性
腸
疾
患

に
対
す
る
治
療
効
果
」
に
つ
い

て
で
す
。「
あ
お
も
り
藍
」は
、

青
森
で
無
農
薬
栽
培
さ
れ
て
い

る
藍
で
す
。
そ
の
安
全
性
、
均

一
な
品
質
、
そ
し
て
高
い
殺
菌

効
果
な
ど
の
機
能
性
か
ら
、
大

き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

菊
池
先
生
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

に
治
療
効
果
の
あ
る
と
さ
れ
る

漢
方
薬
に
藍
が
含
ま
れ
る
こ
と

と
、
こ
の
「
あ
お
も
り
藍
」
の

経
口
摂
取
が
可
能
な
点
に
注
目

し
、
今
回
の
研
究
に
至
っ
た
そ

う
で
す
。
地
元
の
特
産
品
を
取

り
上
げ
た
研
究
に
、
私
自
身
大

変
興
味
を
持
っ
て
研
究
室
研
修

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
を
用
い
た
実
験
で
、
あ
お
も

り
藍
に
よ
る
治
療
効
果
を
示
唆

す
る
結
果
が
得
ら
れ
、
今
回
の

研
究
室
研
修
発
表
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

半
年
間
の
研
究
室
研
修
を
通

じ
て
、
先
生
方
は
、
研
究
、
実

験
内
容
か
ら
、
臨
床
的
な
こ
と

ま
で
、
熱
心
に
指
導
し
、
私
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
は
、
実
験
の
意
義
や
手
順
を

理
解
し
た
上
で
、

実
際
の
操
作
に
も

携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、

結
果
に
つ
い
て
自

分
自
身
で
も
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
研
究
の

き
っ
か
け
を
お
聞

き
し
、
研
究
は
自

分
の
興
味
か
ら
始

ま
る
こ
と
や
、
地
元
の
も
の
や

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
も
研
究
素
材

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、他
大
学
の
先
生
や
、

青
森
の
企
業
な
ど
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
研
究
が
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
場
面

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
医
学
研

究
や
「
あ
お
も
り
藍
」
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
や
影
響
力
を
感
じ

ま
し
た
。
臨
床
で
働
き
な
が

ら
、
毎
日
時
間
を
作
り
研
究
に

充
て
る
先
生
方
の
姿
に
は
感
動

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
室
研
修
で
私
が
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
、

お
よ
そ
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。
大

変
充
実
し
た
研
究
室
研
修
で
あ

り
、
研
究
の
魅
力
を
体
感
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
研
究
室
発
表
に
お
い

て
優
秀
発
表
賞
を
頂
き
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
担
当
教
員
の

三
浦
卓
也
先
生
は
じ
め
、
消
化

器
外
科
学
講
座
の
先
生
方
の
丁

寧
な
ご
指
導
の
賜
で
あ
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
部
直
腸
癌
に
対
す
る
予
防

的
ス
ト
ー
マ
非
造
設
肛
門
温
存

切
除
術
後
の
最
終
ス
ト
ー
マ
造

設
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
臨
床
研

究
で
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
臨
床
研
究
と
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
統
計
処
理
に
至
る
ま
で
、

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
臨

床
研
究
と
い
う
も
の
実
際
に
実

感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
ろ
向
き
研
究
だ
っ
た
の
で
、

カ
ル
テ
や
麻
酔
台
帳
か
ら
の
デ
ー

タ
の
整
理
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

特
に
、
電
子
カ
ル
テ
以
前
に
使

わ
れ
て
い
た
紙
カ
ル
テ
か
ら
必

平
成
28
年
度

前
期
研
究
室
研
修
優
秀
発
表
賞

脳
血
管
病
態
学
講
座　

教
授　

今　

泉　

忠　

淳

い
ま
す
。

現
在
、
臨
床
に
関
し
て
は
ス

ポ
ー
ツ
外
来
と
手
術
を
中
心
に

診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
の
診
断
と

治
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
特
性
を
考
え
て

ス
ポ
ー
ツ
復
帰
や
再
発
予
防
に

重
き
を
お
い
て
い
ま
す
。
ま
た

休
日
に
は
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
ド
ク

タ
ー
や
帯
同
、
メ

デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
と
し
て
の
活
動

は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
ト
ー
タ
ル
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
整
形
外
科

以
外
の
知
識
も
幅
広

く
必
要
と
な
り
ま

す
。
整
形
外
科
医
と

し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
と
し
て
も

いわて国体帯同時の１コマ

平成28年度研究室研修優秀発表賞受賞者（指導講座）

中　山　綺　乃（消化器血液内科学講座）
山　田　千　晴（消化器外科学講座）
内　田　絢　子（整形外科学講座）� （発表順）

研
究
室
研
修
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て

医
学
部
医
学
科
四
年　

中　

山　

綺　

乃

研
究
室
研
修
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て 

医
学
部
医
学
科
四
年　

山　

田　

千　

晴

要
な
情
報
を
探
す
作
業
が
す
ご

く
難
し
か
っ
た
で
す
。
カ
ル
テ

は
ほ
と
ん
ど
日
本
語
で
書
か
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
英
語
が
と
て
も
多
く
解
読

す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
日

頃
、
日
本
語
で
勉
強
し
て
い
ま

し
た
が
、
先
生
方
が
授
業
で
英

語
が
大
切
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
意
味
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま

し
た
。

　

直
腸
癌
に
つ
い
て
は
、
解
剖

か
ら
治
療
ま
で
一
か
ら
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
上
で
手
術
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
Ｄ
Ｓ
Ｔ
や

ス
ト
ー
マ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま

で
デ
ー
タ
上
で
見
て
い
た
言
葉

や
手
技
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
、と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
室
研
究
を
通
し

て
、
臨
床
研
究
や
手
術
見
学
な

ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
の
前
で
発
表
す

る
機
会
も
い
た
だ
き
、
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

受
賞
を
励
み
に
、
英
語
も
取
り

入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命

医
学
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

研
究
室
研
修
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て 

医
学
部
医
学
科
四
年　

内　

田　

絢　

子

私
は
整
形
外
科
学
講
座
で
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
室
研
修
で
は
、「
脊
髄
損

傷
マ
ウ
ス
に
対
す
る
自
己
組
織

由
来
の
間
葉
系
幹
細
胞
（
Ｍ
Ｓ

Ｃ
）の
移
植
法
の
検
討
」を
テ
ー

マ
に
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
Ｍ

Ｓ
Ｃ
は
中
胚
葉
組
織
に
由
来
す

る
体
性
幹
細
胞
で
成
人
の
骨
髄
、

脂
肪
、
筋
肉
な
ど
か
ら
分
離
、

培
養
さ
れ
る
多
分
化
能
、
自
己

複
製
能
を
有
す
る
細
胞
で
す
。

現
在
Ｅ
Ｓ
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

と
並
ん
で
再
生
医
療
へ
の
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
基
礎
研
究
で
は
Ｍ
Ｓ
Ｃ

の
同
種
移
植
（A

llograft

）
が

多
く
、自
家
移
植
（A

utograft

）

の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
、A

utograft

を
す
る
た

め
に
は
自
己
組
織
片
を
採
取
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
後
の

行
動
評
価
に
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
た
め
で
し
た
。
今
回
の
研

究
で
は
、
侵
襲
性
の
少
な
い
脂

肪
組
織
を
鼡
径
部
と
背
部
か
ら

採
取
し
、
そ
の
脂
肪
組
織
か
ら

Ｍ
Ｓ
Ｃ
が
培
養
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
脂
肪
組
織
の
採
取
が
行

動
評
価
に
影
響
を
与
え
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
鼡
径
部

と
背
部
い
ず
れ
も
脂
肪
組
織
の

採
取
に
よ
っ
て
運
動
評
価
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
鼡

径
部
の
脂
肪
組
織
の
ほ
う
が

M
use

細
胞
を
含
む
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
培

養
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

研
究
室
で
は
、
マ
ウ
ス
の
飼

育
方
法
や
手
術
の
際
の
麻
酔
や

手
技
、
手
術
で
使
用
す
る
針
の

作
製
、
標
本
の
作
製
、
染
色
、

細
胞
培
養
、
マ
ウ
ス
の
行
動
評

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す

が
、
選
手
の
活
躍
に
一
緒
に
喜

ん
だ
り
、
と
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
ド
ク
タ
ー
は
必
ず
し
も
“
体

育
会
系
”
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
整
形
外
科
や
ス

ポ
ー
ツ
医
学
に
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
、
整
形
外
科
教
室
へ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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四
月
、
学
士
編
入
で
入
学
し

た
私
は
、
久
し
ぶ
り
の
学
生
生

活
に
戸
惑
う
中
、
二
十
六
日
の

執
刀
式
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
遺

体
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
三
か
月

の
間
う
ま
く
乗
り
切
れ
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
と
緊
張
の

中
、
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
六
日
、
白
菊
会
会

員
の
集
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
会
員
の
方
々
に
入
会

の
経
緯
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
経
験
か
ら
死
を
見
つ
め
、

医
学
の
発
展
の
た
め
に
ご
献
体

を
決
意
さ
れ
、
そ
し
て
私
た
ち

の
学
び
の
機
会
は
こ
の
よ
う
な

方
々
の
支
え
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
私
た
ち
が
解
剖

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
（
ご

遺
体
）
も
信
念
を
持
っ
て
会
員

約
三
か
月
間
の
解
剖
学
実
習

を
終
え
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
実

習
期
間
を
振
り
返
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
実
習
当
初
は
、

不
安
と
興
奮
が
入
り
混
じ
っ
た

気
持
ち
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
部
活
の
先
輩
方

か
ら
は
、
解
剖
学
も
含
め
た
そ

の
他
専
門
科
目
の
勉
強
、
実
習
、

そ
し
て
部
活
と
、
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
疲
労
す
る
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
自
分
自
身
が
掲

げ
て
い
る
“
文
武
両
道
”
を
成

し
遂
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
よ
う

や
く
専
門
科
目
を
勉
強
で
き
、

解
剖
実
習
を
通
し
て
人
体
構
造

を
学
べ
る
の
だ
と
い
う
高
揚
感

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実

習
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
最

初
は
不
慣
れ
で
あ
っ
た
メ
ス
や

ピ
ン
セ
ッ
ト
の
使
用
に
も
慣
れ

て
い
き
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
実
り

の
あ
る
実
習
を
行
え
る
よ
う
に

学
生
だ
よ
り

緊
張
で
い
っ
ぱ
い
の
中
迎
え

た
解
剖
学
実
習
の
初
日
は
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
医
学
を
学
ん

で
い
く
私
た
ち
が
将
来
医
師
に

な
る
者
と
し
て
大
き
な
覚
悟
を

決
め
た
日
で
し
た
。
解
剖
学
実

習
に
臨
む
以
上
、
も
う
後
戻
り

は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
献
体
へ
の

感
謝
の
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、

一
回
一
回
の
実
習
を
決
し
て
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
一
生
懸
命

に
臨
み
ま
し
た
。
解
剖
学
実
習

へ
の
礼
儀
と
し
て
、
毎
回
の
予

習
、
復
習
、
そ
し
て
講
義
、
多

く
の
勉
強
を
し
て
内
容
を
頭
に

入
れ
、
毎
回
の
実
習
へ
臨
み
ま

し
た
が
、
毎
回
新
し
い
発
見
と

教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
身

体
の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。
ご

献
体
は
私
た
ち
の
一
番
の
先
生

と
な
っ
て
教
科
書
で
は
語
り
つ

く
せ
な
い
細
か
な
身
体
の
仕
組

み
を
教
え
て
下
さ
り
、
実
習
の

最
初
か
ら
最
後
ま
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

解
剖
学
実
習
は
、
私
に
と
っ

て
単
に
人
体
の
構
造
に
関
す
る

知
識
を
得
る
た
め
の
実
習
に
留

ま
ら
な
か
っ
た
。
医
師
に
な
る

者
と
し
て
の
決
意
を
よ
り
固
く

す
る
、
大
き
な
契
機
に
な
っ
た

と
心
か
ら
感
じ
て
い
る
。

　

御
遺
骨
や
御
献
体
を
前
に
、

黙
祷
に
始
ま
り
黙
祷
に
終
わ
る

解
剖
学
実
習
は
非
常
に
厳
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

そ
の
中
で
の
経
験
は
驚
き
と
新

た
な
発
見
の
連
続
で
あ
っ
た
。

進
級
し
て
す
ぐ
の
四
月
中
旬
か

ら
骨
学
実
習
が
始
ま
り
、
実
際

の
人
の
一
部
で
あ
る
御
遺
骨
を

用
い
て
の
、
初
め
て
の
学
習
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。

標
本
の
骨
は
班
ご
と
に
細
か
な

違
い
が
あ
り
、
骨
に
も
個
人
差

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
人
体

の
構
造
の
多
様
さ
を
漠
然
と
思

い
描
い
た
。

　

骨
学
実
習
も
二
週
間
ほ
ど
で

終
わ
り
、
遂
に
人
体
解
剖
学
実

習
が
始
ま
っ
た
。
御
献
体
を
前

に
し
て
の
学
習
は
よ
り
一
層
私

の
身
を
引
き
締
め
さ
せ
た
。
初

回
の
実
習
時
に
剥
皮
し
よ
う
と

御
献
体
に
メ
ス
を
当
て
た
瞬
間

の
記
憶
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
。
そ
ん
な
緊
張
感
の
中

解
剖
学
実
習
で
は
チ
ー
ム
で

の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
独
り
よ
が
り
で
実
習
を

進
め
て
い
く
の
で
は
な
く
チ
ー

ム
の
み
ん
な
で
実
習
内
容
を
共

有
し
、
計
画
立
て
て
進
め
て
い

き
、
各
々
が
学
ん
だ
こ
と
を
チ
ー

ム
の
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
生
じ
た
場

合
も
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
共
有

し
て
、
ど
う
し
た
ら
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
チ
ー
ム
の

み
ん
な
で
考
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
こ
の
解
剖
学
実

習
は
、
将
来
私
た
ち
が
医
師
と

な
っ
て
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と

し
て
加
わ
る
た
め
の
礎
と
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
、
解

剖
学
実
習
を
終
え
て
、
や
は
り

一
人
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
、
と
て

も
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
一
緒

に
頑
張
っ
た
チ
ー
ム
の
み
ん
な
、

ご
教
授
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

そ
し
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

と
な
り
、
私
た
ち
の
先
輩
方
と

語
り
合
い
、
そ
し
て
私
た
ち
と

向
き
合
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
こ

と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
の

強
い
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
私

た
ち
の
使
命
だ
と
身
を
引
き
締

め
て
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

教
員
の
方
々
の
お
言
葉
通
り
で

質
問
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
先
生

は
し
っ
か
り
と
答
え
を
ご
教
示

下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
的

だ
っ
た
こ
と
は
先
生
が
生
き
て

き
た
証
が
し
っ
か
り
と
形
態
的

特
徴
と
し
て
体
に
刻
ま
れ
て
い

た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
長

い
人
生
の
道
の
り
を
想
像
し
、

ま
た
正
常
か
ら
病
変
へ
と
知
識

の
幅
を
広
げ
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
初
め
て
の

患
者
さ
ん
で
あ
り
、
多
く
の
こ

と
を
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で
教

え
て
下
さ
っ
た
先
生
の
こ
と
は

生
涯
心
に
留
め
て
お
き
ま
す
。

価
と
い
っ
た
行
程
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
を

通
し
て
、
動
物
を
扱
う
難
し
さ

や
研
究
の
成
果
が
日
々
の
地
道

な
作
業
の
積
み
重
ね
に
基
づ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
が
特
に
苦
戦
し
た

こ
と
は
、
標
本
の
作
製
で
す
。

何
と
か
使
え
る
標
本
が
い
く
つ

か
出
来
て
ほ
っ
と
し
た
の
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
実
験
手
技

以
外
に
も
、
思
っ
て
い
た
結
果

と
違
う
結
果
が
出
た
と
き
に
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
、ま
た
、そ
う
い
っ

た
予
想
外
の
結
果
が
次
の
研
究

に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
に

も
な
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
い
つ
も
丁
寧
か
つ

熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
新

戸
部
先
生
や
熊
谷
先
生
を
は
じ

め
整
形
外
科
講
座
の
先
生
方
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
振
り
返
っ
て

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年　

木　

村　

紗
也
佳

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年　

真　

鍋　

光　

輪

い
た
ご
献
体
と
そ
の
ご
家
族
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。私

た
ち
の
解
剖
学
実
習
は
、

自
ら
を
献
体
と
し
て
さ
さ
げ
る

と
い
う
生
前
の
ご
意
思
の
も
と

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
下
田
先

生
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
通
り

究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ご
献
体

か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
と
ご
献
体
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
医

学
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

で
の
実
習
で
、
本
当
に
多
く
の

こ
と
を
御
献
体
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
と
実
感
し
て
い
る
。

自
ら
解
剖
し
て
い
き
観
察
す
る

体
内
の
構
造
は
、
個
人
に
よ
っ

て
全
く
異
な
り
、
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
図
と
当
て
は
ま

ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。

例
え
ば
神
経
や
血
管
の
走
行
、

起
始
、
吻
合
の
仕
方
な
ど
は
非

常
に
様
々
で
、
そ
う
い
っ
た
人

体
の
構
造
の
多
様
さ
と
い
う
も

の
を
、
こ
こ
で
確
か
に
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

解
剖
学
実
習
は
多
く
の
知
識

を
私
に
授
け
て
く
れ
た
が
、
そ

れ
は
御
遺
骨
や
御
献
体
を
提
供

し
て
下
さ
っ
た
御
本
人
や
そ
の

御
遺
族
の
方
々
の
御
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
賜
物
で
あ
る
。

解
剖
学
実
習
を
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
即
ち
、
御
献
体
の

様
々
な
部
分
を
切
り
開
き
、
組

織
や
内
臓
を
取
り
出
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
も
尚
、
私
に
様
々

な
体
の
構
造
を
見
せ
て
く
れ
て
、

ま
る
で
語
り
掛
け
る
よ
う
に
教

え
て
く
れ
た
そ
の
姿
や
思
い
に
、

私
は
感
謝
の
念
を
抱
か
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
私
は
そ

れ
に
、
こ
れ
か
ら
医
師
に
な
る

者
と
し
て
の
固
い
意
志
や
決
意

を
以
て
応
え
て
い
こ
う
と
心
か

ら
思
っ
て
い
る
。

　

自
分
と
一
緒
に
実
習
を
し
て
、

協
力
し
合
っ
た
班
員
の
仲
間
や

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
下

さ
っ
た
先
生
方
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
道
は

長
い
が
、
こ
の
経
験
を
糧
に
日
々

邁
進
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

解
剖
学
実
習
を
振
り
返
っ
て

医
学
部
医
学
科
二
年　

近　

藤　

剛　

実

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年　

倉　
　
　

諒　

登

　

師
走
に
入
り
「
あ
っ
と
い
う

間
に
今
年
も
一
年
が
過
ぎ
…
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
耳
に
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

日
々
、
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い

る
多
く
の
教
職
員
の
実
感
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
く
言
う

筆
者
も
、
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
に

よ
り
年
を
追
う
ご
と
に
体
感
時

間
は
短
縮
し
、
昨
年
の
忘
年
会

も
つ
い
こ
の
間
の
事
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
（
内
容
は
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
忘
れ
て
い
ま
す
）。

も
う
一
つ
こ
の
時
期
の
風
物
詩

と
し
て
〝
○
○
が
選
ぶ
10
大

ニ
ュ
ー
ス
〟
な
る
企
画
も
よ
く

目
に
し
ま
す
。
あ
る
新
聞
社
の

読
者
投
票
に
よ
る
国
内
ニ
ュ
ー

ス
ト
ッ
プ
３
を
見
て
み
る
と
、

二
〇
一
〇
～
一
五
年
ま
で
の
六

年
間
に
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
が
四
回
も
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
お
り
、
明
る
い
話
題
と
し
て

は
そ
れ
ぞ
れ
各
年
の
一
位
に
輝

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
隅
良

典
栄
氏
の
生
理
学
・
医
学
賞
受

賞
が
候
補
と
し
て
挙
が
っ
て
お

り
、
自
然
科
学
へ
の
貢
献
度
の

高
さ
と
と
も
に
、
国
民
の
関
心

度
の
高
さ
も
う
か
が
え
ま
す
。

ち
な
み
に
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
全

順
位
を
的
中
さ
せ
る
と
賞
金
が

も
ら
え
る
よ
う
で
す
。
世
の
動

向
に
敏
感
で
大
衆
心
理
の
把
握

に
自
信
の
あ
る
方
は
、
是
非
応

募
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

そ
し
て
実
習
に
お
い
て
財
産

に
な
っ
た
も
の
は
班
員
と
の
絆

で
す
。
当
初
私
が
引
っ
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
考

え
は
不
要
で
し
た
。
班
員
は
個

性
豊
か
で
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分

野
を
も
っ
て
お
り
実
習
は
順
調

に
行
え
ま
し
た
。
こ
の
関
係
は

今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

最
後
に
下
田
先
生
、
外
崎
先

生
、
渡
邊
先
生
、
成
田
先
生
に

は
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今

年
ご
退
職
さ
れ
る
外
崎
先
生
に

は
解
剖
学
の
知
識
に
加
え
て
医

師
と
し
て
の
心
構
え
、
患
者
さ

ん
と
の
接
し
方
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
最
後

の
生
徒
に
な
れ
た
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
試
験

期
間
や
東
医
体
シ
ー
ズ
ン
の
実

習
期
間
は
、
十
分
な
予
習
が
出

来
ず
に
実
習
に
臨
ん
だ
り
、
睡

眠
不
足
で
非
効
率
な
実
習
を
行
っ

た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
実
習
を
終
え
て

振
り
返
っ
た
と
き
に
い
つ
も
残

る
後
悔
で
す
。
実
習
を
終
え
て

後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
一

回
一
回
の
実
習
を
本
当
に
大
切

に
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
卒
業
後
で
も
解
剖
を
行
う

こ
と
が
再
び
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

な
い
程
、
非
常
に
貴
重
な
経
験

な
の
で
、
毎
回
常
に
真
剣
に
臨

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
実
習
を
終
え
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
御
献

体
の
方
、
そ
の
ご
遺
族
の
方
々

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

御
献
体
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち

の
解
剖
実
習
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
下
田
教
授
の
お
言
葉
に
「
御

献
体
の
方
は
、
あ
な
た
方
の
師

で
あ
る
と
共
に
、
最
初
の
患
者

さ
ん
に
な
る
方
で
す
。」、
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉

で
す
。
確
か
に
、
我
々
は
医
師

と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
多
く
の

患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
約
三

か
月
間
向
き
合
っ
て
き
た
御
献

体
の
方
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な

い
患
者
さ
ん
の
一
人
と
な
る
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
思
い
返
せ
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

実
習
で
し
た
が
、
こ
れ
を
『
終

わ
り
』
と
せ
ず
、
実
習
を
通
し

て
学
ん
だ
多
く
の
知
識
を
さ
ら

に
躍
動
さ
せ
て
い
き
、
こ
れ
か

ら
の
勉
強
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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十
月
二
十
一
日
㈮
〜
二
十
三

日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
弘
前
大

学
総
合
文
化
祭
に
お
い
て
今
年

も
医
学
展
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
二
千
人

を
超
え
る
方
々
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
医
学
展
が
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
三
日
間
で
し
た
。

当
日
は
各
講
座
の
先
生
の
ご

協
力
、
ご
指
導
の
も
と
、
健
診
、

外
科
、
救
急
、
産
婦
人
科
、
臓

器
展
示
、
精
神
、
体
験
の
七
ブ
ー

ス
、
さ
ら
に
保
健
学
科
展
か
ら

理
学
、
看
護
、
検
査
、
作
業
、

放
射
線
の
五
ブ
ー
ス
を
加
え
た

計
十
二
ブ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
体

験
型
の
企
画
や
ポ
ス
タ
ー
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
々

に
企
画
を
通
じ
て
健
康
、
医
療

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
だ

け
で
な
く
、
⼩
さ
い
お
子
さ
ん

や
中
高
生
が
医
療
っ
て
面
白
い

と
感
じ
、
将
来
医
療
者
を
志
す

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
医
学

展
に
し
た
い
と
い
う
想
い
の
も

と
、
今
年
度
は
「
体
験
」
を
テ
ー

マ
に
、
よ
り
手
で
、
目
で
、
耳

で
感
じ
ら
れ
る
企
画
を
増
や
し

ま
し
た
。

新
し
く
設
置
し
た
体
験
ブ
ー

ス
で
は
昨
年
度
お
く
す
り
ブ
ー

ス
で
好
評
だ
っ
た
軟
膏
体
験
、

総合文化祭
� 医学展を終えて

2016
年度

医学科４年　代　表：江　　沙音　　　　　　
副代表：石橋　尚弥、椙本　興平

東　　彩子　　　　　　

分
包
機
体
験
に
加
え
、
新
た
に

聴
診
器
体
験
、
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
、
食
塩
量
展
示
な
ど

を
行
い
、
身
近
な
話
題
か
ら
健

康
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

ブ
ー
ス
と
し
て
準
備
致
し
ま
し

た
。
産
婦
人
科
ブ
ー
ス
で
は
、

講
談
社
の
ご
協
力
の
も
と
「
コ

ウ
ノ
ド
リ
」
の
複
製
原
画
を
展

示
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
疾
患

の
解
説
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る

と
い
う
形
で
コ
ウ
ノ
ド
リ
を
き
っ

か
け
に
産
婦
人
科
疾
患
へ
の
関

心
を
高
め
る
ブ
ー
ス
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
精
神
ブ
ー
ス
で
は

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
統

合
失
調
症
」
を
テ
ー
マ
に
本
症

へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
劇
を
行
い
、
三

日
間
を
通
し
て
延
べ
八
百
人
の

方
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
新
企

画
が
多
く
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
来
場
頂
い
た
方
か
ら
は
毎

年
来
て
い
る
が
新
し
い
企
画
が

あ
り
楽
し
か
っ
た
、
弘
前
大
学

の
医
学
部
に
入
り
た
く
な
っ
た

な
ど
の
嬉
し
い
声
を
頂
き
ま
し

た
。ま

た
医
学
展
特
別
講

演
と
し
て
は
、
今
年
度

は
病
理
診
断
学
講
座
の

黒
瀬
顕
教
授
、
耳
鼻
咽

喉
科
学
講
座
の
松
原
篤

教
授
に
ご
講
話
頂
き
ま

し
た
。
両
講
演
と
も
大

変
好
評
で
、
メ
モ
を
と

り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
る
来
場
者
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

医
学
科
、保
健
学
科
、

教
育
学
部
か
ら
集
ま
っ

た
二
百
名
近
い
ス
タ
ッ

フ
も
こ
の
三
日
間
で
の

地
域
の
皆
様
と
の
交
流

を
通
じ
、
座
学
で
は
得

ら
れ
な
い
様
々
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
今
後
の
学
生
生

活
、
医
療
者
と
し
て
の

人
生
を
送
る
上
で
の
核

と
し
て
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
医

学
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
指
導
頂
い

た
各
講
座
の
先
生
方
、
鵬
桜
会

の
皆
様
、
事
務
の
皆
様
、
講
談

社
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

北
日
本
病
院
懇
親
野
球
大
会

参
加
報
告
と
御
礼

医
学
研
究
科
教
授
団　

早　

狩　
　
　

誠

（
薬
剤
学
講
座　

教
授
）

本
年
も
医
学
研
究
科
教
授
団

は
北
日
本
病
院
懇
親
野
球
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
七
月
三
十
一
日
㈰

に
開
始
さ
れ
、
教
授
団
は
南
塘

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
「
と
き
わ

会
病
院
」
と
対
戦
し
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
福
田
病
院
長
を
初
め
大
熊
教

授
・
石
橋
教
授
・
上
野
教
授
・

鬼
島
教
授
、
そ
し
て
多
く
の
診

療
科
の
先
生
や
事
務
の
方
々
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

対
戦
相
手
の
「
と
き
わ
同
病

院
」
は
過
去
に
本
大
会
で
数
度

優
勝
経
験
を
有
す
る
強
豪
チ
ー

ム
で
し
た
。
ま
た
教
授
団
で
は
、

筆
者
が
来
年
退
職
す
る
こ
と
も

あ
り
、
引
退
試
合
と
銘
を
打
っ

て
試
合
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
、

個
人
的
に
は
感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
嘗
て
医
学
部
基
礎

に
在
職
し
て
い
た
頃
か
ら
教
授

団
の
「
助
っ
人
」
と
し
て
長
年

参
加
し
、
時
に
は
リ
リ
ー
フ
と

し
て
教
授
団
の
数
少
な
い
勝

利
？
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。
当

時
こ
の
よ
う
な
職
籍
で
教
授
団

の
選
手
を
引
退
す
る
と
は
思
っ

て
も
見
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。　

こ
の
よ
う
な
中
で
い
ざ
試
合

が
始
ま
り
ま
し
た
。
教
授
団
チ
ー

ム
は
引
退
試
合
？
と
い
う
こ
と

か
ら
、
筆
者
が
先
発
投
手
と
し

て
臨
み
ま
し
た
。
プ
ロ
の
世
界

で
は
、
引
退
す
る
投
手
は
、
勝

敗
に
影
響
の
な
い
場
面
で
一
イ

ニ
ン
グ
ま
た
は
最
後
の
打
者
に

限
定
し
た
状
況
で
登
板
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
教
授
団

チ
ー
ム
は
引
退
す
る
選
手
に

チ
ー
ム
の
勝
敗
の
命
運
を
託
す

と
い
う
冒
険
を
し
た
よ
う
で
す
。

冒
険
が
良
い
結
果
を
も
た
ら
す

ケ
ー
ス
は
、
そ
の
選
手
が
余
程

の
強
運
と
実
力
を
も
っ
た
選
手

で
あ
れ
ば
結
果
が
伴
う
の
で
す

が
、
引
退
す
る
場
合
は
、
ほ
と

ん
ど
強
運
・
実
力
を
使
い
果
た

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
良
い

結
果
は
臨
め
な
い
の
が
世
の
常

で
す
。
さ
ら
に
良
く
な
か
っ
た

こ
と
は
先
発
投
手
と
し
て
マ
ウ

脳血管病態学講座　教授　今　泉　忠　淳

平成27年 度第58回東日本医科学生体育大会冬期競技の主な好成績
スキー部 男子スーパー大回転 宇佐美真太郎（５年） 優　勝

男子回転 宇佐美真太郎（５年） 優　勝
女子スーパー大回転 高橋　　茜（４年） 準優勝
女子大回転 高橋　　茜（４年） 優　勝
女子　回転 高橋　　茜（４年） 優　勝
女子　複合 高橋　　茜（４年） 優　勝

平成28年度 第59回東日本医科学生体育大会夏期競技の主な好成績
ラグビー部 準優勝
準公式野球部　 準優勝
陸上部 男子　100m� 黒岩　　秀（４年） ３　位

女子　100m�ハードル 伊藤　真子（５年） 準優勝
女子　円盤投げ 浦田　　風（２年） 準優勝
女子　やり投げ 相沢　雪月（３年）　 ３　位

ゴルフ部 男子　個人 八尾　祥吾（４年） 準優勝
ソフトテニス部 男子　団体 ３　位

男子 能登　康平（３年）・
廣澤　　瞬（４年）組 ３　位

女子 市沢　歩美（２年）・
加藤　　郁（６年）組 ３　位

卓球部 男子　ダブルス 桑田　大輔（６年）・
小田桐直生（３年）組 ３　位

空手部 男子　団体　組手 ３　位
女子　総合 ３　位
女子　団体　組手 準優勝
女子　個人　組手 海老名日奈子（１年） ３　位

バスケットボール部 女子 ４　位

　平成28年度の東日本医科学生体育大会（東医体）夏期競技は、千葉
大学医学部が代表主管で、例年通り行われ、弘前大学医学部医学科か
らも多くの学生が参加しました。平成27年度冬季大会とあわせて、主
な好成績を表に示しました。首都圏での開催ということもあり、熱中
症の発生が心配されていましたが、幸い、弘前大学医学部医学科の選
手にはこれといった問題も発生しなかったようです。来年の東医体は
信州大学の代表主管で開催されますが、学生諸君のますますの文武両
道での精進と、一層の活躍を期待しています。

ン
ド
に
立
っ
た
本
人
は
、
往
年

の
姿
が
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い

心
境
で
相
手
チ
ー
ム
に
立
ち
向

か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
相
手

チ
ー
ム
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
な

ど
つ
ゆ
知
ら
ず
勝
利
に
向
か
っ

て
情
け
容
赦
な
く
痛
打
を
浴
び

せ
て
参
り
ま
し
た
。
初
回
そ
し

て
二
回
で
失
点
を
重
ね
リ
リ
ー

フ
を
仰
い
だ
次
第
で
す
。

リ
リ
ー
フ
投
手
と
し
て
マ
ウ

ン
ド
に
上
が
っ
た
の
は
、
筆
者

の
二
男
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
以
前
の
よ
う
な
投
球
が

で
き
ず
先
発
投
手
と
同
様
連
打

を
浴
び
、
最
終
的
に
教
授
団
は

コ
ー
ル
ド
負
け
と
な
り
ま
し

た
。
リ
リ
ー
フ
投
手
は
前
日
愛

妻
が
長
男
を
出
産
し
た
こ
と
も

あ
り
、
夜
遅
く
ま
で
そ
の
看
護

に
付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
が
、

父
親
の
最
後
の
試
合
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
試
合
に
馳
せ
参
じ
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
試
合
の
途
中
で
無
理
な
捕

球
体
勢
か
ら
足
首
を
捻
挫
し
、

即
救
命
セ
ン
タ
ー
行

き
と
な
り
、
愛
妻
に

教
育
的
指
導
を
受
け

た
よ
う
で
す
。

試
合
は
結
果
的
に

二
対
十
八
の
ス
コ
ア

で
大
敗
と
な
り
ま
し

た
が
、
長
い
間
教
授

団
の
一
員
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
一
個
人
と
し
て
、

多
く
の
教
授
の
皆
様
、

教
授
団
チ
ー
ム
を
支

え
て
下
さ
っ
た
教
員

そ
し
て
事
務
の
皆

様
、
最
後
に
い
つ
も

選
手
の
身
の
回
り
を

お
世
話
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
多
く
の
楽

し
い
思
い
出
、
そ
し

て
息
子
と
何
度
か
同

じ
マ
ウ
ン
ド
に
立
て

た
喜
び
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
、
ご
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当日の
様子

東日本医科学生体育大会夏期競技終わる

第58回

第59回
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テネシー大学及び
三沢空軍病院への学生派遣

University of M
iam

i M
iller 

School of M
edicine

を
見
学
し
て

医
学
部
医
学
科
六
年　

山　

田　

貴　

大

　

私
は
平
成
二
十
八
年
十
月
一

日
か
ら
十
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・

フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る U

niver-
sity of M

iam
i

（
Ｕ
Ｍ
）M

iller 
School of M

edicine

のLois 
Pope LIFE center

と
い
う
研

究
所
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
イ
ア
ミ
は
フ
ロ
リ
ダ
東
海

岸
南
部
に
位
置
す
る
常
夏
の
リ

ゾ
ー
ト
地
で
す
。
昼
の
気
温
が

三
〇
℃
程
度
ま
で
上
昇
し
ま
す
。

ま
た
人
口
の
半
分
以
上
が
ス
ペ

イ
ン
語
を
話
す
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

で
、
ア
メ
リ
カ
の
中
に
あ
り
な

が
ら
ラ
テ
ン
色
の
非
常
に
濃
い

街
で
す
。
さ
ら
に
映
画『M

iam
i 

V
ice

』
や
『W

ild Speed

』
な

ど
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
の

街
は
、
治
安
が
悪
く
、
地
域
に

よ
っ
て
は
犯
罪
率
が
全
米
平
均

の
二
倍
を
超
え
ま
す
。
車
の
運

転
が
非
常
に
荒
く
、『W

ild 
Speed

』
張
り
の
強
引
な
車
線

変
更
や
交
差
点
で
の
混
雑
ぶ
り

は
身
の
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｍ
は
世
界
中
か
ら
一
万
六

千
人
も
の
学
生
が
集
ま
る
総
合

大
学
で
、
広
大
な
土
地
を
有

し
、
医
学
部
で
あ
るM

iller 
Center Cam

pus

だ
け
で
も
面

積
が
東
京
ド
ー
ム
約
六
個
分
あ

り
ま
す
。D

ietrich

教
授
が
率

い
るLois Pope LIFE center

は
、M

iam
i project

と
い
う

脊
髄
麻
痺
の
治
療
や
予
防
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

大
規
模
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
有
名
で
、
そ
の
ほ
か
脳
梗
塞

や
脳
外
傷
、
神
経
変
性
疾
患
な

ど
の
神
経
疾
患
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
私
は
同
セ
ン
タ
ー
で

弘
前
大
学
の
陳
俊
輔
先
生
が

行
っ
て
い
る
、
末
梢
神
経
の
再

生
に
用
い
る
人
工
神
経
ガ
イ
ド

チ
ュ
ー
ブ
の
内
腔
に
シ
ュ
ワ
ン

細
胞
を
注
入
移
植
す
る
と
、
軸

索
の
再
生
率
や
機
能
回
復
率
が

改
善
す
る
か
に
つ
い
て
の
研
究

を
拝
見
し
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ェ
リ
ー
で
の
神
経
縫
合
手
技

を
体
験
し
た
り
、
動
物
舎
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
た
り
し
ま
し

た
。
医
学
の
発
展
に
尽
力
す
る

人
々
の
情
熱
を
目
の
当
た
り
に

し
、
医
師
に
お
け
る
研
究
者
的

視
点
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、

医
学
の
奥
深

さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

旅
の
後
半

に
ハ
リ
ケ
ー

ン
『
Ｍ
ａ
ｔ

ｔ
ｈ
ｅ
ｗ
』

が
マ
イ
ア
ミ

に
接
近
し
ま

し
た
が
、
無

事
に
旅
を
終

え
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
こ
の
機

会
を
与
え
て

下
さ
っ
た
石

橋
教
授
を
は

じ
め
、
ご
指

導
し
て
下

さ
っ
た
熊
谷
先
生
、
新
戸
部
先

生
、
特
に
陳
先
生
と
そ
の
ご
家

族
に
は
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
の
は
、
人
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
の
勉
学

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

八
月
八
日
か
ら
八
月
十
九
日

に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
位
置
す

る
国
立
衛
生
研
究
所

（N
ational Insti-

tutes of H
ealth

）

へ
勉
強
し
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｈ
は
世
界
最

先
端
の
研
究
施
設
の

一
つ
で
あ
り
、
数
多

く
の
研
究
者
、
医
学

部
進
学
やPh.D

を

目
指
す
学
生
が
活
躍

す
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
以
前
、
Ｎ
Ｉ

Ｈ
で
研
究
者
と
し
て

働
い
て
い
た
水
上
先

生
の
御
紹
介
で
、
ス

フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
研

究
の
権
威
で
あ
るRichard L. 

Proia

先
生
の
研
究
室
を
見
学

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

研
究
室
の
テ
ー
マ
が
普
段
接

し
慣
れ
な
い
基
礎
分
野
で
あ
る

こ
と
、
言
葉
の
こ
と
、
治
安
の

問
題
な
ど
、
出
発
直
前
ま
で
不

安
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
際
行
っ
て
み
る
と
桁
違
い
な

物
量
、
人
材
、
パ
ワ
ー
に
圧
倒

さ
れ
、
心
配
な
気
持
ち
は
あ
っ

と
い
う
間
に
吹
き
飛
び
ま
し

た
。

　

滞
在
中
は
九
時
か
ら
十
七
時

ま
で
研
究
室
の
一
角
に
机
を
借

り
、
電
子
辞
書
片
手
に
教
科
書

や
論
文
を
読
ん
で
勉
強
し
た

り
、
研
究
者
や
学
生
の
実
験
を

見
学
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

最
も
気
が
か
り
な
問
題
は
意
思

疎
通
が
う
ま
く
で
き
る
か
ど
う

か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

挨
拶
や
応
酬
を
繰
り
返
す
う

ち
、
拙
く
て
も
開
き
直
っ
て
、

笑
顔
で
話
す
こ
と
が
大
事
な
の

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
ず
、

や
り
と
り
の
合
間
に
何
度
も
聞

き
返
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
研
究
室
の
方
々
も
含
め
て

出
逢
っ
た
人
々
は
皆
、
根
気
強

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特

に
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り

の
ほ
と
ん
ど
年
の
変
わ
ら
な
い

学
生
た
ち
と
話
す
機
会
が
多

く
、
彼
ら
、
彼
女
た
ち
が
直
属

の
研
究
者
た
ち
と
熱
心
に
実
験

し
、
議
論
し
て
い
る
様
子
に
は

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
研
究
室
で
働
か
れ
て
い
る

日
本
人
の
方
に
は
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
研
究
者
生
活
の
こ
と
を

教
え
て
頂
き
、
今
後
の
進
路
に

つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
た
な
世
界
に
飛
び
込
ん
で

い
く
こ
と
、
未
知
の
も
の
に
手

さ
ぐ
り
で
触
れ
て
い
く
こ
と

は
、
期
待
や
楽
し
み
、
喜
び
だ

け
で
は
な
く
、
時
に
困
難
を
、

時
に
嵐
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
手
を
伸
ば
し

て
、
試
み
、
自
分
の
世
界
に
受

容
体
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
出
来
る
こ
と
を
も
っ

と
広
げ
て
い
け
る
。
そ
の
挑
戦

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
非
常

に
充
実
し
た
十
日
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
素
敵
な
機
会
を
与
え
て

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

留
学
便
り
（
ア
メ
リ
カ
）

医
学
部
医
学
科
五
年　

櫛　

引　

英　

恵

三
沢
空
軍
病
院
研
修
感
想

医
学
部
医
学
科
五
年　

岩　

井　

美　

穂

　

八
月
一
日
〜
五
日
ま
で
の
五

日
間
、
三
沢
空
軍
病
院
で
の
研

修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私

が
こ
の
研
修
を
希
望
し
た
理
由

は
、
一
つ
は
将
来
臨
床
で
短
期

留
学
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
こ
と
と
、
学
生
の
間
に
視

野
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
医
学
英
単

語
の
勉
強
や
英
語
を
読
む
方
は

勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
英
会

話
の
方
が
と
て
も
苦
手
だ
っ
た

の
で
不
安
は
大
き
か
っ
た
で

す
。
三
沢
に
着
い
て
空
軍
基
地

内
に
入
る
と
、
雰
囲
気
が
一
気

に
変
わ
り
そ
こ
は
海
外
で
し

た
。
私
は
海
外
に
行
っ
た
こ
と

は
あ
っ
た
の
で
す
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
の
は
初
め
て
で
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
マ

ザ
ー
のSusie

は
と
て
も
明
る

く
て
優
し
く
す
ぐ
に
仲
良
く
な

れ
ま
し
た
。Susie

と
友
達
の

Cystal

と
は
焼
肉
や
お
寿
司
、

イ
ン
ド
カ
レ
ー
を
食
べ
に
行
っ

た
り
ジ
ム
に
行
き
運
動
し
た
り

夜
遅
く
ま
で
晩
酌
し
な
が
ら
お

話
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
マ
ザ
ー
同
士
で
連
絡
を
と
っ

て
下
さ
り
全
員
で
ボ
ー
リ
ン
グ

に
行
っ
た
り
、
最
後
の
日
に
は

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
こ
と

も
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
後
の
日
は
年
に

一
回
し
か
な
い
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
デ
イ
に
当
た
り
病
院
も
ほ
ぼ

休
み
で
空
軍
病
院
内
の
先
生
方

が
総
勢
で
バ
ス
ケ
や
バ
レ
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
応
援
し
た
り
色

ん
な
先
生
と
写
真
を
撮
っ
た
り

し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
私
は
世
界
中
の
国
の
人
と

こ
の
よ
う
に
交
流
で
き
る
こ
と

は
本
当
に
楽
し
い
し
す
ご
い
こ

と
だ
な
と
感
じ
、
改
め
て
英
語

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

空
軍
病
院
の
見
学
で
は
⼩
児

科
・Fam

ily Practices

・
Ｕ
Ｃ

Ｃ
（
救
急
）・
産
婦
人
科
を
回

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

の
科
を
回
っ
て
い
て
も
感
じ
た

の
が
診
察
の
際
に
患
者
さ
ん
と

医
者
の
距
離
が
と
て
も
近
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
先
に
部

屋
に
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
て

医
者
が
ノ
ッ
ク
し
て
入
る
形

で
、
一
回
一
回
丁
寧
に
挨
拶
を

し
、
患
者
さ
ん
は
医
者
に
対
し

て
緊
張
す
る
様
子
も
な
く
と
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
楽
し
そ
う

に
話
し
て
お
り
、
医
者
も
時
折

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
診
察

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
医

者
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
に
ら

め
っ
こ
を
し
て
い
る
形
で
患
者

さ
ん
が
話
し
て
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
と
て
も
対
照
的

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
診
察
で
の

英
語
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
ー
ド

で
と
て
も
早
く
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

し
か
聞
き
取
れ
ず
と
て
も
歯
が

ゆ
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
英

語
学
習
へ
の
意
欲
を
上
げ
る
よ

い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
英
語
で
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

形
式
の
問
診
・
身
体
診
察
の
仕

方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
練
習
し
な
が
ら
と

て
も
実
践
的
な
訓
練
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
将
来

留
学
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
一

層
高
ま
り
、
何
事
も
最
初
か
ら

諦
め
ず
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
い

う
向
上
心
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、

学
務
の
方
々
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨に御賛同頂きまして、各位の格別の御高配、御支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部
広報・国際課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@
hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援
会ホームページ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/
index.html）をご覧ください。

弘前大学
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私
は
こ
の
夏
、
八
月
八
日
か

ら
八
月
十
三
日
ま
で
三
沢
米
軍

基
地
内
に
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。
実
習
で

は
、U

rgent care clinic, O
B/

G
Y

N
, Pediatrics, M

ental 
health, Internal m

ed / 
Fam

ily 

を
見
学
し
ま
し
た
。

病
院
で
は
多
く
の
人
が
軍
服
で

仕
事
し
て
い
て
、
一
目
見
た
だ

け
で
は
職
種
は
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
ど
の
診
療
科
で

も
医
師
は
、PubM

ed

な
ど
で

論
文
検
索
し
な
が
ら
診
察
し
、

そ
し
て
私
の
質
問
に
対
し
て
も

論
文
を
用
い
て
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

O
B/GY

N

で
は
、
妊
婦
健

診
の
際
に
仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン

は
な
く
、
医
師
と
妊
婦
が
顔
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
診
察
し

て
い
ま
し
た
。
カ
ー
テ
ン
が
あ

る
と
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
ず
、
不
安
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
少
し
違
和

感
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
軍

隊
な
ら
で
は
の
話
も
聞
け
ま
し

た
。
診
察
室
に
は
通
常
、
も
し

も
の
時
の
医
師
の
逃
げ
道
確
保

と
し
て
ド
ア
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
米
軍
病
院
の
診
察

室
に
は
ド
ア
が
一
つ
し
か
な

く
、
し
か
も
患
者
側
に
あ
り
ま

し
た
。
も
し
誰
か
に
凶
器
を
向

け
ら
れ
た
ら
医
師
は
逃
げ
道
を

塞
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
心
配
に
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
部
屋
に
は
敏
感
な

ボ
タ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
に
触
れ

る
と
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
、
一

分
以
内
に
軍
隊
が
マ
シ
ン
ガ
ン

な
ど
を
も
っ
て
駆
け
つ
け
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

実
習
後
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
毎
日
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
飯
、
ス

イ
ー
ツ
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
映

画
な
ど
と
、
休
む
間
も
な
く
一

緒
に
過
ご
す
日
々
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
基
地
内
に
は
三

人
の
日
本
人
医
師
が
い
ま
し

た
。
将
来
ア
メ
リ
カ
で
働
く
こ

と
を
考
え
、
今
実
習
中
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
先
生
方
と
も

お
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
く

さ
ん
の
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

実
習
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り

こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会

を
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
、

感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
人

生
初
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を

経
験
し
、
新

し
い
道
を
見

三
沢
米
軍
基
地
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

医
学
部
医
学
科
五
年　

小
山
内　

智　

美

三
沢
空
軍
病
院
研
修
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
五
年　

恩　

田　
　
　

郁

　

日
本
食
が
恋
し
く
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
隠
し
持
っ
て
い
た

鮭
入
り
お
に
ぎ
り
を
、host 

fam
ily

のFich

君
（
二
歳
・
ネ

コ
）
が
食
べ
て
し
ま
う
と
い
う

事
件
か
ら
始
ま
っ
た
、
異
文
化

の
中
で
英
語
漬
け
に
な
る
五
日

間
。
こ
の
報
告
で
三
沢
空
軍
病

院
で
の
研
修
の
魅
力
を
少
し
で

も
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

私
はPediatrics

、O
rtho-

pedics

、Internal M
edi-

cine

、F
am

ily Practice

、

M
ental H

ealth

、O
B

/G
Y

N

に
伺
い
ま
し
た
。
三
沢
空
軍
病

院
は
、
空
軍
関
係
者
と
そ
の
ご

家
族
な
ど
が
受
診
し
、
一
般
的

な
診
療
の
他
、
健
康
問
題
を
抱

え
た
人
が
軍
で
の
勤
務
を
続
け

ら
れ
る
か
の
評
価
も
行
い
ま

す
。
日
本
と
異
な
る
点
と
し
て

は
、
患
者
さ
ん
は
診
察
室
で

待
っ
て
い
て
そ
こ
へ
医
師
が

入
っ
て
い
く
こ
と
、
処
方
も
行

う
Ｐ
Ａ
：Physician A

ssistant
三
沢
留
学
だ
よ
り

医
学
部
医
学
科
五
年　

関　

口　

和　

正

　

私
は
八
月
一
日
か
ら
六
日
に

か
け
て
米
軍
三
沢
基
地
病
院
で

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
医
療
現
場
で
実
習
が
で
き

る
か
ど
う
か
と
て
も
不
安
で
し

た
が
一
週
間
は
と
て

も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
実
習
は
病
院
の

診
療
時
間
で
あ
る
月

か
ら
金
曜
の
間
に
一

日
ず
つ
診
療
科
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
病
院
と
い
っ
て
も

特
別
な
病
気
を
診
る

わ
け
で
は
な
く
、
精

神
科
で
は
う
つ
病
を

⼩
児
科
で
は
風
邪
な

ど
日
本
の
診
療
風
景
と
変
わ
ら

な
い
も
の
で
し
た
。
先
生
は
ま

ず
患
者
さ
ん
の
カ
ル
テ
を
十
分

確
認
し
、
問
診
や
診
察
の
内
容

を
考
え
て
か
ら
患
者
の
待
つ
診

意外と多いイネ科花粉症　カモガヤ
弘前市周辺のアレルギーの原因になる植物

耳鼻咽喉科学講座　教授　松　原　　　篤

　花粉症の中で患者数がもっとも
多くて、一番有名なのはスギ花粉
症ですが、津軽地方でその次に患
者数が多いのはイネ科の花粉症で
す。イネ科といっても、三度の食
事でお世話になっているお米のイ
ネではなくて、初夏になると空き
地や道端にいっぱい生えてくるカ
モガヤです。
　カモガヤはユーラシア大陸原産
の帰化植物で、英名はオーチャー
ド・グラスといいます。オーチャー
ド、つまり「果樹園」の名前がつ
いていますが、世界的に有名な牧
草の一つとして知られています。
富国強兵が叫ばれていた明治時代
に、酪農のための飼料として北海
道に導入されたものが野生化し、
またたく間に本州にも広がってし
まったと言われています。花粉の
飛散時期はスギ花粉飛散が終わっ
た後の５月から７月くらいまでで
す。写真は自宅そばの道端で撮影

したものですが、大学病院の周囲
や南塘グランドにもたくさん生え
ています。幸いにも、花粉の飛散
距離はせいぜい数十メートルなの
で、カモガヤの生えている周囲で
しか症状は問題になりません。以
前、「外野にボールを拾いに行く
とくしゃみが出ます」と言ってい
た野球部の学生を調べてみたら、
やっぱりカモガヤ花粉症でした。
初夏に屋外スポーツをする方は、
カモガヤ花粉症にはくれぐれもご
注意を。

道端に生い茂るカモガヤ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
こ
の
実
習
で
出

会
っ
た
多
く
の
方
々
に
た
く
さ

ん
の
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
と
、

か
け
が
え
の
な
い
体
験
を
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

の
存
在
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
文
化
や
制
度
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
子
ど
も
の
可
愛
さ

と
、
元
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん

の
話
を
す
る
と
き
の
医
師
の
笑

顔
は
世
界
共
通
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
外
国
人
の
私
達
も
優

し
く
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
で

し
た
。

　

英
語
は
昔
か
ら
大
好
き
で
し

た
が
、
練
習
不
足
の
ま
ま
出
発

日
を
迎
え
て
し
ま
い
、
最
初
は

と
に
か
く
不
安
で
し
た
。
し
か

し
、
三
沢
か
ら
帰
っ
て
き
た
今

は
、
英
語
そ
の
も

の
よ
り
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
実

際
、
Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
一 

ヶ
月
健
診
を
見
学

し
て
い
た
の
で
乳

幼
児
健
診
に
は
比

較
的
つ
い
て
い
け

ま
し
た
し
、back 

pain

の
患
者
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
と
き
は
、
内
科

の
先
生
と
鑑
別
を

考
え
て
か
ら
診
察

室
に
入
っ
た
の
で

理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。（
会
話
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
し
ま
い
途
方
に
暮
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が

…
）
日
々
の
実
習
を
頑
張
る
こ

と
で
外
国
の
方
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
実
感
で

き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

生
活
面
に
関
し
て
は
、host 

fam
ily

のM
r. &

 M
rs. M

endosa

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
お
二
人
の
出
身
国
は
異
な

る
の
で
す
が
、
と
て
も
仲
が
良

く
素
敵
な
ご
夫
婦
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
お
菓
子
に
囲
ま
れ
な

が
ら
一
緒
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

観
戦
し
た
り
、Fich

君
と
戯
れ

た
り
…
とhom

e stay

も
満
喫

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
選

考
委
員
の
先
生
方
、
学
務
の

方
々
、
三
沢
空
軍
病
院
の
皆
様

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

察
室
に
入
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

と
話
し
な
が
ら
カ
ル
テ
を
書
く

事
は
な
く
、
患
者
さ
ん
と
目
を

合
わ
せ
な
が
ら
話
に
傾
聴
す
る

姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
大

学
病
院
で
た
く
さ
ん
の
患
者
さ

ん
を
捌
く
光
景
に
な
れ
て
い
た

自
分
に
は
新
鮮
な
光
景
で
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
はphysical 

assistant

の
家
に
宿
泊
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
は

と
て
も
優
し
く
、
一
緒
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
り
夜
に
は
食

事
に
行
っ
た
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ

で
遊
ん
だ
り
と
楽
し
い
思
い
出

を
作
り
ま
し
た
。

　

行
く
前
に
と
て
も
不
安
だ
っ

た
英
語
力
で
す
が
医
療
面
接
の

な
か
で
使
わ
れ
る
英
語
は
と
て

も
難
し
く
、
患
者
と
話
し
て
い

る
と
き
や
医
師
同
士
で
会
話
し

て
い
る
と
き
は
気
を
抜
く
と

あ
っ
と
い
う
間
に
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
専
門

用
語
の
事
前
の
勉
強
が
足
り
な

か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
が
、

病
院
の
先
生
方
は
と
て
も
優
し

く
何
度
も
言
い
換
え
な
が
ら
説

明
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
三

沢
に
来
て
日
が
経
つ
と
会
話
の

テ
ン
ポ
を
乱
す
こ
と
な
く
会
話

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ョ
ー
ク
だ

け
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
、

「W
hat do you m

ean?

」
と

言
っ
て
何
度
も
ボ
ケ
つ
ぶ
し
を

し
た
の
は
と
て
も
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

ア
メ
リ
カ
の
臨
床
を
経
験
し

て
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
学
べ
た

の
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
に

自
分
の
身
を
置
く
こ
と
で
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
日
本
の
臨
床
を

勉
強
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経

験
を
き
っ
か
け
に
Ｂ
Ｓ
Ｌ
実
習

で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

経
験
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
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前
回
に
続
き
津
軽
三
郡
を
感
じ

る
湯
歩
き
と
し
て
、
今
回
は
津
軽

田
舎
郡
を
訪
れ
て
み
ま
す
。
田
舎

郡
は
、
一
時
期
の
み
記
録
に
残
る

山
辺
郡
（
旧
浪
岡
町
・
黒
石
市
）

を
含
む
こ
と
か
ら
、
浅
瀬
石
川
流

域
で
、
現
在
の
田
舎
館
村
域
よ
り

か
な
り
広
い
地
域
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
田
舎
館
村
の
「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」
は
、
全
国
的
に
有
名
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た

貴
重
な
北
方
稲
作
文
化
に
つ
い
て

は
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の

が
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
長
き
に

わ
た
り
専
門
家
の
間
で
は
、
弥
生

時
代
の
東
北
北
部
水
田
稲
作
は
否

定
的
で
あ
っ
た
の
を
、
津
軽
平
野

の
垂
柳
遺
跡（
田
舎
館
村
：
写
真
）

や
砂
沢
遺
跡
（
弘
前
市
）
の
発
見

に
よ
り
覆
さ
れ
た
の
で
す
。
稲
作

北
限
が
北
海
道
に
渡
っ
た
の
は
江

戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
史

実
に
鑑
み
て
も
、
弥
生
時
代
の
稲

作
北
限
が
津
軽
平
野
で
あ
っ
た
こ

と
は
驚
愕
に
値
し
ま
す
。

　

畑
中
温
泉
（
第
四
十
一
湯
：
田

舎
館
村
畑
中
：
二
十
一
時
迄
）は
、

畑
中
温
泉

前
屋
敷
温
泉

平
川
温
泉

浪
岡
駅
前
温
泉

ポ
パ
イ
温
泉

⑪
鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

村
役
場
（
田
舎
館
城
址
：
写
真
）

裏
手
、
田
舎
館
郵
便
局
を
目
指
せ

ば
迷
わ
ず
た
ど
り
着
き
ま
す
。
福

祉
施
設
の
た
め
温
泉
の
看
板
は
出

て
お
ら
ず
、
道
路
側
か
ら
は
入
口

も
分
か
り
に
く
く
、
入
湯
に
躊
躇

し
が
ち
で
す
（
写
真
）。
し
か
し

薄
塩
味
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物

泉
を
味
わ
え
ば
、
一
瞬
に
し
て
そ

の
躊
躇
も
す
ぐ
に
払
拭
さ
れ
る
良

湯
で
す
。
前
田
屋
敷
温
泉
（
第
四

十
二
湯
：
田
舎
館
村
前
田
屋
敷
：

二
十
一
時
迄
）
は
、
前
湯
と
同
様

に
田
舎
館
村
福
祉
施
設
に
あ
り
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
泉
の
す
っ

き
り
し
た
湯
で
す
。
平
川
温
泉

（
第
四
十
三
湯
：
田
舎
館
村
大

袋
：
二
十
二
時
迄
）
は
、
熱
め
の

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
す
。
短

時
間
の
入
浴
で
も
汗
が
た
っ
ぷ
り

出
る
ほ
ど
温
ま
り
ま
す
。

　

田
舎
郡
の
東
に
一
時
期
建
て
ら

れ
た
津
軽
山
辺
郡
（
津
軽
四
郡
）

に
は
、
浪
岡
北
畠
氏
の
浪
岡
城
址

（
中
世
の
館
）
が
あ
り
ま
す
。
旧

浪
岡
町
の
温
泉
は
、
茶
褐
色
の
湯

が
特
徴
的
で
す
。
浪
岡
駅
前
温
泉

（
第
四
十
四
湯
：
青
森
市
浪
岡
：

二
十
二
時
迄
）
は
、
肌
す
べ
す
べ

感
た
っ
ぷ
り
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純

温
泉
で
、
黒
茶
褐
色
の
湯
が
か
け

流
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
パ
イ
温
泉

（
第
四
十
五
湯
：
下
十
川
温
泉
：

青
森
市
下
十
川
：
二
十
二
時
迄
）

は
、
微
か
な
モ
ー
ル
臭
の
あ
る
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
・
炭
酸
水
素

塩
で
、
こ
ち
ら
も
茶
褐
色
で
す
。

婆
裟
羅
温
泉
が
閉
館
と
な
っ
た
今

は
、
浪
岡
の
湯
を
実
感
で
き
る
温

泉
で
す
。

　

十
一
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
津
軽

統
一
ま
で
の
時
代
に
建
て
ら
れ
て

い
た
津
軽
三
郡
を
想
う
と
、
湯
歩

き
に
も
風
情
を
感
じ
る
の
は
気
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

県
外
編
そ
の
３
：
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
た
函
館
近
郊
・
道
南

に
は
、
素
晴
ら
し
い
温
泉
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
湯
の
川
温
泉
（
公

衆
浴
場
あ
り
：
県
外
第
八
湯
：
函

館
市
）
を
は
じ
め
、
濁
川
温
泉

（
県
外
第
九
湯
：
森
町
）
や
上
の

湯
温
泉
（
銀
婚
湯
：
県
外
第
十

湯
：
八
雲
町
）
は
、
寒
さ
厳
し
い

折
に
訪
れ
る
と
体
が
温
ま
り
至
福

の
時
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
、
八
月
八
日
〜
十
二
日

と
い
う
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
三
沢
米
軍
基
地
病
院
実

習
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
三
沢
米
軍
基
地
実
習
の
こ

と
は
入
学
前
に
読
ん
だ
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
で
知
り
、
ぜ
ひ

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
今
回
ご
報
告
で
き
て
嬉

し
い
で
す
。
五
日
間
の
実
習
期

間
に
精
神
科
、内
科
、⼩
児
科
、

産
婦
人
科
、
救
急
科
を
一
日
ず

つ
回
り
ま
し
た
。
初
日
の
精
神

科
に
行
く
と
、
先
生
は
開
口
一

番
“I have no patient 

today.

”
結
局
、
精
神
科
の
薬

に
つ
い
て
（
も
ち
ろ
ん
英
語

で
）
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
実

習
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
内
科
（
家
庭
医
）

は
日
本
の
総
合
診
療
医
の
よ
う

な
も
の
で
、
内
科
的
疾
患
か
ら

整
形
外
科
的
疾
患
・
婦
人
科
的

疾
患
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま
し

た
。
⼩
児
科
は
健
診
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
中
に
は
腹
痛
や

発
熱
で
来
院
す
る
患
者
さ
ん
も

い
ま
し
た
。
産
婦
人
科
で
は
、

骨
盤
位
の
胎
児
に
対
す
る
外
回

転
術
の
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
救
急
科
は
家
庭
医
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
が
（
実
際

医
師
も
兼
任
し
て
い
る
）、
予

三
沢
米
軍
基
地
病
院
実
習
を

振
り
返
っ
て

医
学
部
医
学
科
六
年　

山　

口　

貴　

子

　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か

ら
五
日
間
、
三
沢
米
軍
基
地
病

院
に
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
家
庭
医
療
、⼩
児
科
、

産
婦
人
科
、
外
科
／
整
形
外
科

／
麻
酔
科
、
救
急
医
療
を
各
一

日
ず
つ
回
り
、
外
来
の
診
察
や

手
術
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
昼
休
み
に
は
昼
食
を
と
り

な
が
らm

edical interview

の

練
習
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
一
番
た
め
に

な
っ
た
と
思
う
こ
と
は
、
英
語

で
の
医
療
面
接
で
す
。
基
本
的

に
は
や
る
こ
と
は
日
本
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

か
ら
問
診
、
身
体
診
察

を
す
る
際
の
言
葉
の
か

け
方
な
ど
を
英
語
で
や

り
ま
す
。
は
じ
め
は
レ

ジ
ュ
メ
を
見
な
が
ら
、

先
生
が
患
者
役
と
な
っ

て
や
っ
て
み
る
と
い
う

形
式
で
や
り
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
は
娘
さ
ん

も
患
者
役
と
し
て
手

伝
っ
て
く
れ
て
、
⼩
児

と
成
人
を
相
手
に
し
た

実
践
に
近
づ
け
て
い
き

ま
し
た
。
四
日
目
に
は

更
に
医
師
二
人
も
協
力

し
て
く
れ
て
、
レ
ジ
ュ
メ
を
見

ず
にfirst contact

か
ら
身
体

診
察
ま
で
一
通
り
行
う
と
こ
ろ

ま
で
た
ど
り
着
け
ま
し
た
。
た

ど
た
ど
し
い
な
が
ら
も
、
一
通

り
行
う
こ
と
が
で
き
て
少
し
自

信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
最
も
悔
し
か
っ
た
こ

と
は
、
同
じ
学
問
を
し
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
英
語
で

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
先
生
に
「
黄
疸
は
ど
ん
な

こ
と
で
起
こ
る
？
」
と
聞
か

れ
、
日
本
語
な
ら
答
え
ら
れ
る

こ
と
が
英
語
で
な
か
な
か
表
現

で
き
ず
、
先
生
が
自
身
の
ノ
ー

ト
を
出
し
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
教
科
書
で
よ
く

見
る
図
が
あ
り
、
自
分
が
日
本

語
と
い
う
ど
ん
な
に
狭
い
世
界

で
勉
強
し
て
い
る
か
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
関
し
て
で

す
が
、
私
は
放
射
線
科
医
の

D
r. T

olley

の
お
宅
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
と
女

の
子
三
人
の
五
人
家
族
で
、
毎

日
が
賑
や
か
で
と
て
も
明
る
い

家
族
で
し
た
。
初
日
に
は
、
女

の
子
三
人
が
近
所
の
子
供
た
ち

を
大
勢
引
き
連
れ
て
き
て
く
れ

て
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
夕
飯

の
あ
と
に
は
デ
ザ
ー
ト
を
作
っ

て
く
れ
た
り
と
と
て
も
暖
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
緒
に
行
っ
た
関
口

く
ん
、
岩
井
さ
ん
、
東
北
大
か

ら
の
⼩
黒
さ
ん
の
ホ
ス
ト
た
ち

に
も
ボ
ー
リ
ン
グ
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

パ
ー
テ
ィ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
帰
宅
後
に
は
ジ

ム
や
ト
ラ
ッ
ク
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
行
っ
た
り
、
金
曜
日
に
は

年
一
回
のsports day

に
参
加

し
た
り
と
病
院
見
学
以
外
で
も

充
実
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
短
い
期
間
で
し
た

が
、
頭
も
体
も
フ
ル
回
転
で
毎

日
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
通
し
て
得
た
も
の
を

日
々
の
実
習
や
生
活
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
の
研
修

の
場
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

約
外
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

米
国
の
医
療
と
い
う
と
日
本

と
全
く
異
な
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先

生
方
の
問
診
や
診
察
自
体
は
日

本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
す
の
で
英
語

が
多
少
わ
か
ら
な
く
て
も
Ｂ
Ｓ

Ｌ
で
学
ん
だ
知
識
で
補
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
問
診
や
診
察

は
日
本
よ
り
か
な
り
丁
寧
で
、

一
人
の
患
者
さ
ん
に
（
初
診
で

な
く
て
も
）
三
十
分
程
度
は
か

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り

無
駄
な
検
査
は
一
切
せ
ず
、
た

と
え
ば
問
診
と
身
体
診
察
だ
け

で
診
断
が
で
き
る
場
合
は
末
梢

血
検
査
す
ら
し
な
い
な
ど
、
効

率
重
視
の
米
国
ら
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

米
軍
基
地
病
院
の
診
療
は4

時
半
に
は
終
わ
り
、
あ
と
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
はD

r. T
atsum

i

と
い
う

日
系
人
で
、
ご
主
人
と
息
子
さ

ん
の
三
人
家
族
で
し
た
。
日
本

と
は
異
な
る
食
事
や
文
化
を
持

つ
、
米
国
の
家
庭
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
は
三
沢
米
軍
基
地
病
院
実

習
を
い
う
貴
重
な
機
会
を
く
だ

さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

三
沢
米
軍
基
地
病
院
で
の
研
修

医
学
部
医
学
科
五
年　

濱　

谷　

智　

子
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水

泳

部

部
活
動
紹
介

医
学
部
医
学
科
三
年　

石　

井　

伯　

昂

　

弘
前
大
学
医
学
部
水
泳
部
は

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九

年
）
の
設
立
以
来
、
北
医
体
、

東
医
体
、
各
種
全
国
大
会
で

数
々
の
成
績
を
収
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
で
六
十
八
年
目
を
迎

え
た
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

部
活
で
す
。
水
泳
部
の
特
徴
と

言
え
ば
何
と
言
っ
て
も
全
学
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
医
学
二

十
九
名
、
全
学
三
十
一
名
の
総

勢
六
十
名
が
所
属
し
て
お
り
、

医
学
科
、
医
学
部
の
人
だ
け
で

な
く
、
理
工
学
部
、
教
育
学
部

な
ど
い
ろ
ん
な
学
部
の
人
た
ち

と
の
交
流
が
で
き
い
つ
も
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

す
。
ま
た
、
練
習
・
大
会
以
外

の
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
楽
し
め
る
こ
と
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
活
動
場
所
は
十
月
〜

五
月
に
は
ヤ
ク
ル
ト
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
温
水
プ
ー
ル

で
、 

六
月
〜
八
月
に
は
弘
前
大

学
学
園
町
の
屋
内
五
〇
Ｍ
プ
ー

ル
を
使
用
し
て
い
て
、
北
医

体
、
東
医
体
に
向
け
て
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

部
員
に
は
、
初
心
者
か
ら
イ

ン
カ
レ
出
場
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
い
ま
す
。
全
く
泳
げ
な

い
初
心
者
で
も
全
く
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
先
輩
が
丁
寧
な
初
心

者
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
一

年
い
や
半
年
で
四
種
目
、
一
〇
〇

Ｍ
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
! !

昨
年
入
部
し
た
一
年
生
の
初
心

者
も
四
種
目
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
、
日
々
自
己
記
録
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
医
体
で

複
数
種
目
入
賞
し
た
部
員
や
、

イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
た
こ
と
の

あ
る
部
員
も
い
ま
す
。
水
泳
経

験
の
有
無
・
レ
ベ
ル
に
関
係
な

く
、
全
員
で
切
磋
琢
磨
す
る
と

こ
ろ
も
水
泳
部
の
特
徴
で
す
。

　

少
し
は
水
泳
部
の
こ
と
を
分

か
っ
て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
？

水
泳
が
好
き
な
人
は
も
ち
ろ

ん
、
大
学
生
活
で
何
か
に
打
ち

込
ん
で
み
た
い
人
、
泳
げ
る
よ

う
に
な
り
た
い
人
、
水
泳
に
興

味
が
あ
る
人
! !
ぜ
ひ
一
緒
に
水

泳
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
美
し

い
筋
肉
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
？
全
学
と
一
緒
の
練
習
だ
か

ら
キ
ツ
イ
か
も
…
と
心
配
し
て

い
る
方
、
大
丈
夫
で
す
。
初
心

者
コ
ー
ス
、
中
級
者
コ
ー
ス
も

常
設
し
て
お
り
ま
す
。
水
泳
に

興
味
が
あ
る
け
ど
、
泳
ぐ
の
は

ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
方
、
水
泳

部
で
は
現
在
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
が
不
足
し
て
い
て
大
募
集
し

て
い
ま
す
! !
興
味
が
あ
る
方
は

是
非
一
度
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
！
部
員
一
同
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

山

岳

部

医
学
部
医
学
科
四
年　

中　

野　

高　

晃

山
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
は
登
⼭
に
行
っ
た
こ

と
あ
り
ま
す
か
。
⼭
々
に
囲
ま

れ
た
こ
の
青
森
に
住
ん
で
い
て

も
登
⼭
と
な
る
と
な
か
な
か
一

歩
を
踏
み
出
せ

な
い
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
し

か
し
一
言
で
登

⼭
と
言
っ
て

も
、
二
、三
時

間
の
ハ
イ
キ
ン

グ
も
あ
れ
ば
何

日
も
か
け
て
⼭

を
縦
断
す
る
も

の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
季

節
や
場
所
に

よ
っ
て
沢
登

り
、
岩
登
り
、

雪
⼭
な
ど
楽
し

み
方
は
多
種
多

様
で
す
。
⼭
の

四
季
折
々
の
景

色
は
美
し
く
、

春
の
雪
解
け
、

夏
の
新
緑
、
秋

の
紅
葉
な
ど
下

界
と
は
一
味
違
う
自
然
に
包
ま

れ
ま
す
。
私
た
ち
医
学
部
⼭
岳

部
で
は
週
末
や
長
期
休
暇
を

使
っ
て
そ
の
時
期
に
あ
っ
た
登

⼭
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
は
主
に
週
末
、
月
に
二

回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
岩
木

⼭
や
八
甲
田
⼭
、
白
神
⼭
地
の

よ
う
な
青
森
を
代
表
す
る
⼭
を

始
め
、
岩
手
⼭
、
鳥
海
⼭
、
秋

田
駒
ヶ
岳
な
ど
広
く
東
北
の

⼭
々
に
登
っ
て
い
ま
す
。
参
加

は
各
個
人
の
判
断
で
、
一
年
中

い
つ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
⼭
岳
部
で
な

く
て
も
試
し
に
参
加
し
た
い
と

い
う
人
が
い
れ
ば
部
員
を
通
じ

て
一
緒
に
登
る
と
い
う
こ
と
も

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
や
冬
休

み
と
い
っ
た
長
期
休
暇
で
は
遠

征
も
行
な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ト

バ
ー
ン
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）、
宮
之
浦
岳
（
屋
久
島
）、

石
鎚
⼭
（
四
国
）、
白
馬
（
北

ア
ル
プ
ス
）
な
ど
の
縦
断
登
⼭

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
登
⼭
が
終
わ
れ
ば
温
泉
に

つ
か
り
、
食
を
楽
し
み
、
現
地

の
観
光
と
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
ま
す
。

　

医
学
部
⼭
岳
部
は
三
年
前
ま

で
部
員
が
三
人
と
非
常
に
少
人

数
で
し
た
。
し
か
し
、『
世
界

の
果
て
ま
で
行
っ
て
Ｑ
』
で
イ

モ
ト
の
巻
き
起
こ
し
た
登
⼭

ブ
ー
ム
も
後
押
し
し
て
か
年
々

部
員
の
数
も
増
え
、
現
在
は
十

数
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
登

⼭
歴
の
豊
富
な
学
士
の
方
も
い

れ
ば
、
私
の
よ
う
に
大
学
か
ら

登
⼭
を
始
め
た
と
い
う
人
も
多

い
で
す
。
年
齢
や
性
別
に
関
係

な
く
楽
し
め
る
と
い
う
の
も
⼭

の
良
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
と

の
繋
が
り
も
大
事
に
し
て
お

り
、
六
年
生
の
追
い
出
し
コ
ン

パ
で
は
先
生
を
お
呼
び
し
た
食

事
会
を
し
て
い
ま
す
。
医
師
と

し
て
働
い
て
い
る
今
で
も
登
⼭

を
趣
味
と
し
て
い
る
先
生
は
多

く
、
様
々
な
⼭
の
話
を
伺
え
ま

す
。

　

さ
て
、
少
し
ば
か
り
⼭
に
行

き
た
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
い
つ
で
も
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
よ
。

グ
リ
ー
ン・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ク
ラ
ブ

医
学
部
医
学
科
四
年　

高　

谷　

寛
三
郎

　

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ク
ラ
ブ
は
、
弘
前
大
学

医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
に

さ
さ
や
か
な
畑
を
擁
し
、
農
作

業
を
通
し
て
部
員
の
親
睦
を
深

め
る
農
業
系
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。
サ
ー
ク
ル
と
し
て
は
十
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
化
を
目
指
す

環
境
系
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
設

立
さ
れ
、
幾
度
か
の
変
遷
を
経

て
現
在
で
は
農
業
サ
ー
ク
ル
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
育
て
て

み
た
い
作
物
を
畑
で
育
て
適
宜

収
穫
し
て
楽
し
む
、
と
い
う
も

の
で
す
。
大
ま
か
な
年
間
の
予

定
は
、
春
に
畑
作
り
と
植
え
付

け
、
夏
に
か
け
て
水
や
り
や
雑

草
取
り
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
収

穫
と
い
う
流
れ
で
す
。
雪
が
積

も
る
冬
は
畑
で
の
活
動
が
で
き

な
い
た
め
、
例
年
十
一
月
ま
で

に
畑
納
め
を
行
い
、
そ
の
年
度

の
活
動
を
終
了
し
ま
す
。
ま

た
、
上
述
の
メ
イ
ン
の
活
動
と

は
別
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
飲
み

会
な
ど
も
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
内
の
全
て
の
活

動
は
自
由
参
加
で
あ
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
各

自
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

グ
リ
ー
ン 

・
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ク
ラ
ブ

に
は
ユ
ニ
ー

ク
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
サ
ー

ク
ル
と
し
て

の
活
動
が
完

全
に
大
学
内

に
閉
じ
た
サ 

ー
ク
ル
で
あ

る
と
い
う
こ

と
で
す
。
い

わ
ゆ
る
学
外

活
動
や
他
大

学
と
の
交
流

は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ

れ
は
活
動
内

容
を
考
え
れ

ば
当
然
と
言

え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、

比
較
的
年
配

の
部
員
が
多

く
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気

で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
二

〇
一
六
年
度
は
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
合
わ
せ
て
五
十
五
名

の
部
員
が
所
属
し
、
学
士
編
入

生
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
県
の
農
業
試
験
場
で
働

い
た
経
歴
を
持
つ
「
プ
ロ
」
の

部
員
も
い
ま
す
。
他
の
部
や

サ
ー
ク
ル
と
比
べ
て
も
人
の
多

様
性
が
高
い
集
団
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
部
員
の

知
識
や
経
験
は
農
作
業
に
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
屈
指
の
農
業
県
で

あ
る
青
森
県
で
、
医
学
を
学
び

な
が
ら
も
伸
び
や
か
な
気
持
ち

で
農
業
体
験
に
勤
し
む
、
そ
ん

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
の
が
グ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ク
ラ
ブ
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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形
成
外
科
学
講
座

形
成
外
科
学
講
座　

教
授　

漆　

舘　

聡　

志

　

形
成
外
科
は
当
初
皮
膚
科
学

講
座
内
の
形
成
外
科
同
好
会
と

し
て
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
菅
原
光
雄
先
生
を
初

代
教
授
と
し
て
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
に
医
学
部
附
属
病
院
診

療
科
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
七
年
に
は
医

学
部
講
座
も
新
設
さ
れ
、
今
年

で
創
立
三
十
四
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

形
成
外
科
は
「
体
表
面
の
先

天
的
・
後
天
的
な
変
形
・
欠
損

を
修
復
し
、
機
能
的
・
形
態
的

回
復
を
め
ざ
す
外
科
系
の
一
分

野
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
部
位
は
頭
部
か
ら
体
幹
、

四
肢
ま
で
全
身
で
、
扱
う
疾
患

も
外
傷
か
ら
炎
症
性
疾
患
、
腫

瘍
、
先
天
異
常
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
の
た
め
当
科
に

は
形
成
外
科
疾
患
に
広
く
対
応

で
き
る
多
様
性
と
、
特
定
機
能

病
院
と
し
て
の
専
門
性
を
双
方

兼
ね
備
え
た
医
療
提
供
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
診
療
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

外
傷
で
は
高
度
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
重
症

熱
傷
、
顔
面
外
傷
、
顔
面
骨
骨

折
な
ど
の
治
療
を
し
て
い
ま

す
。
特
に
熱
傷
治
療
で
は
再
生

医
療
や
組
織
工
学
を
臨
床
応
用

し
た
培
養
表
皮
移
植
、
人
工
真

皮
移
植
や
線
維
芽
細
胞
増
殖
因

子
を
併
用
し
た
治
療
に
よ
り
救

命
率
や
治
癒
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
軟
部
腫
瘍
に
お
い
て
は

オ
ン
コ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
の
概
念
を
取
り
入

れ
、
腫
瘍
の
根
治
性
を
担
保
し

た
う
え
で
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

最
大
限
維
持
す
る
治
療
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
特
に
顔
面
組
織

再
建
で
は
整
容
的
に
良
好
な
結

果
が
得
ら
れ
る
局
所
皮
弁
に
よ

る
新
し
い
再
建
方
法
を
開
発
し

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

他
診
療
科
の
腫
瘍
切
除
後
再

建
で
は
頭
頸
部
腫
瘍
切
除
後
再

建
を
筆
頭
に
、
主
に
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
用
い
た
組
織

移
植
で
多
く
の
診
療
科
と
連
携

し
て
い
ま
す
。
年
々
連
携
手
術

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
近
年

で
は
乳
が
ん
切
除
後
の
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
再

建
が
保
険
適
応
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
の

乳
房
再
建
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

難
治
性
潰
瘍
で
は
高
齢
化
に

伴
う
褥
瘡
に
加
え
て
、
最
近
糖

尿
病
や
末
梢
動
脈
疾
患
に
伴
う

下
肢
の
潰
瘍
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
下
肢
切
断
後
は
予
後
が
悪

化
す
る
た
め
、
切
断
を
回
避

し
、
歩
行
を
ま
も
る
治
療
が
重

要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
治
療
に

あ
た
っ
て
も
関
連
各
科
と
の
連

携
が
必
要
と
る
な
る
た
め
、
今

後
集
学
的
治
療
に
向
け
て
更
に

連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
変
性
疾
患
と
し
て
は
加

齢
や
外
的
刺
激
に
よ
る
眼
瞼
下

垂
症
の
治
療
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
本
年

度
か
ら
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
眼
瞼
下
垂
症
に
関
す
る

調
査
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
研
究
に
お
い
て
は
基

礎
研
究
で
は
効
果
的
組
織
移
植

法
の
開
発
、
多
血
⼩
板
血
漿
の

臨
床
効
果
の
検
証
な
ど
臨
床
に

直
結
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
臨
床
に
お
い
て

も
顔
面
ユ
ニ
ッ
ト
原
理
に
基
づ

く
新
手
術
法
の
開
発
、
難
治
性

潰
瘍
に
対
す
る
治
療
法
の
開
発

な
ど
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
直

結
す
る
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
関
し
て
は
、
常

勤
医
の
い
る
関
連
施
設
が
少
な

く
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
非
常
勤
で
医
師
を
派
遣

し
て
お
り
ま
す
が
、
顔
面
外

傷
、
熱
傷
な
ど
の
救
急
疾
患
に

対
し
て
形
成
外
科
医
が
す
ぐ
に

対
応
で
き
な
い
地
域
が
ま
だ
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
域
の

関
連
施
設
へ
の
常
勤
医
設
置
を

早
期
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
が
、
幸

い
な
こ
と
に
昨
年
二
名
の
後
期

研
修
医
が
新
戦
力
と
し
て
加
入

し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
教
室
員

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

学
生
教
育
に
お
い
て
形
成
外
科

の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
、
将
来

形
成
外
科
を
志
望
す
る
人
材
の

発
掘
に
努
め
る
と
と
も
に
、
形

成
外
科
専
門
医
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
、
臨
床
・
研
究
・
教
育
、

そ
し
て
地
域
医
療
に
も
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
形
成

外
科
診
療
は
関
連
各
科
な
ら
び

に
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
無

く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
何
か
お
困
り
の
症
例

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

臨
床
検
査
医
学
講
座

臨
床
検
査
医
学
講
座　

教
授　

萱　

場　

広　

之

　

臨
床
検
査
医
学
講
座
は
昭
和

六
十
二
年
五
月
二
十
一
日
に
開

講
し
ま
し
た
。
講
座
の
教
授

は
、
初
代
は
工
藤
肇
先
生
、
二

代
目
は
保
嶋
実
先
生
が
お
務
め

に
な
り
、
私
は
三
代
目
に
な
り

ま
す
。

　

臨
床
検
査
医
学
は
全
医
学
領

域
を
カ
バ
ー
し
ま
す
の
で
、
研

究
領
域
も
す
べ
て
の
医
学
領
域

で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
現
場
で
出

さ
れ
た
疑
問
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、

検
査
機
器
の
開
発
・
改
良
、
実

務
上
の
問
題
解
決
法
な
ど
全
て

が
研
究
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
主
な
研
究

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
一
つ

は
、
赤
血
球
に
よ
るD

uffy

抗

原
親
和
性
ケ
モ
カ
イ
ン
の
吸
着

と
細
胞
内
蓄
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
研
究
で
す
。
赤
血
球
に
は
マ

ラ
リ
ア
の
侵
入
門
戸
と
し
て
知

ら
れ
たD

uffy

（
以
下
、
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｃ
：D

uffy antigen recep-
tor for chem

okines

）
が
発

現
し
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ

は
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
た
め
に
作

ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
複
数
の
ケ
モ
カ
イ

ン
と
結
合
し
、
結
合
し
た
ケ
モ

カ
イ
ン
は
赤
血
球
内
蓄
積
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
役
割
や

蓄
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
不
明

な
点
が
多
く
、
現
在
我
々
は
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
赤
血
球
内
ケ

モ
カ
イ
ン
が
慢
性
炎
症
の
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
に
な
る
可
能
性
も

含
め
て
、
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
喘
息
や
鼻
炎
な

ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て
検
査
医
学
、
免

疫
学
さ
ら
に
心
身
医
学
な
ど
多

方
面
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
生

活
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の

多
く
が
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ
れ
、

症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題

に
つ
い
て
は
特
に
心
身
医
学
分

野
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
感
染
制
御
に
関
連

し
た
研
究
で
す
。
弘
前
大
学
医

学
部
附
属
病
院
に
は
青
森
県
の

感
染
制
御
に
従
事
す
る
実
務

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
青

森
県
感
染
対
策
協
議
会
（
Ａ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
：A

om
ori Infection 

Control N
etw

ork

）
の
事
務

局
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
検
査

部
（
細
菌
検
査
室
）
で
は
、
青

森
県
の
多
く
の
医
療
施
設
の
細

菌
検
査
情
報
を
集
約
・
分
析
す

る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
：M

icrobio-
logical Inform

ation N
etw

ork 
A

om
ori

）
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
に
よ
っ
て
参
加

各
医
療
施
設
が
独
自
に
自
施
設

の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
ア
ン

チ
バ
イ
オ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

他
施
設
と
の
比
較
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
業

務
の
一
環
と
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

に
よ
る
県
内
各
地
域
や
県
全
域

の
耐
性
菌
検
出
状
況
や
薬
剤
感

受
性
の
動
向
分
析
結
果
を
参
加

施
設
に
年
二
回
報
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。
感
染
制
御
活
動
を
通

じ
て
、
感
染
制
御
の
質
評
価
に

関
す
る
研
究
、
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ

ク
事
例
を
通
じ
た
感
染
制
御
上

の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
の
解
析
、

多
剤
耐
性
菌
の
遺
伝
子
解
析
、

同
定
の
難
し
い
細
菌
のT

O
F-

M
S

に
よ
る
解
析
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
あ
り
な
が
ら
多
分

に
ロ
ー
カ
ル
に
も
目
を
向
け
た

研
究
が
行
わ
れ
、
地
域
へ
の
貢

献
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
つ
目

は
検
査
実
務
と
直
結
し
た
一
連

の
研
究
で
す
。
現
在
進
行
中
の

も
の
だ
け
を
挙
げ
ま
す
と
、
心

エ
コ
ー
に
よ
る
心
臓
や
脈
管
機

能
の
研
究
、
新
た
な
炎
症
マ
ー

カ
ー
と
臨
床
検
査
所
見
や
臓
器

症
状
の
関
連
に
関
す
る
検
討
、

情
報
管
理
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

構
築
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ
ー
等
を
駆
使
し
た
採
血
手

技
の
解
析
と
自
動
採
血
装
置
の

開
発
（
理
工
学
部
主
導
の
共
同

研
究
へ
の
参
加
）、
患
者
負
担

を
減
ら
す
新
た
な
検
査
機
器
や

器
具
の
開
発
な
ど
で
す
。
基
礎

と
臨
床
、
医
学
と
工
学
の
橋
渡

し
を
行
う
検
査
医
学
に
は
、
探

求
を
待
っ
て
い
る
宝
物
が
ど
こ

に
で
も
転
が
っ
て
い
ま
す
。
老

若
男
女
す
べ
て
の
皆
様
を
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
一
緒
に
い
か
が

で
す
か
？
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九
月
十
五
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
さ
れ
た

「
カ
ラ
ダ
の
ヒ
ミ
ツ
〜
若
さ
と

美
の
新
常
識
〜
シ
ー
ズ
ン
２
」

の
番
組
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

同
番
組
は
二
十
代
〜
三
十
代
の

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
、
今
回
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
「
デ
ト
ッ
ク

ス
」
に
は
私
の
研
究
テ
ー
マ
で

あ
る
「
リ
ン
パ
管
」
が
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
で
し
た
。

　

以
前
に
も
数
回
こ
の
よ
う
な

番
組
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
局
か
ら

相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
商
業
的
な

美
容
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
に
は
興
味

が
な
く
、
製
作
側
の
意
図
に
沿

う
よ
う
な
意
見
を
私
が
全
く
出

さ
な
い
た
め
全
て
破
談
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
依
頼
は
当
初

は
「
番
組
制
作
の
た
め
私
の
リ

ン
パ
管
の
画
像
や
資
料
を
提
供

し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
一

般
向
け
の
活
用
は
こ
れ
ま
で
も

新
聞
な
ど
で
行
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

「
カ
ラ
ダ
の
ヒ
ミ
ツ
」の
取
材
を
受
け
て

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

し
か
し
、
そ
の
後
取
材
や
制
作

協
力
の
話
が
持
ち
上
が
る
と
、

や
は
り
商
業
主
義
的
な
結
果
・

話
題
あ
り
き
の
、
曖
昧
な
こ
と

を
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
す
る
私
の
ア
カ
デ
ミ
ア
と
し

て
の
姿
勢
と
番
組
制
作
の
意
図

や
方
向
性
と
の
間
に
い
く
つ
か

の
難
し
い
問
題
が
生
じ
、
長
時

間
に
わ
た
り
番
組
制
作
を
直
接

担
当
さ
れ
て
い
た
Ｓ
さ
ん
と
電

話
で
相
談
す
る
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
他
の

テ
レ
ビ
局
の
方
々
と
違
い
、
非

常
に
真
摯
で
勉
強
熱
心
な
方
で

自
分
が
制
作
会
議
等
で
厳
し
い

立
場
に
置
か
れ
て
も
私
の
立
ち

位
置
と
意
見
を
最
大
限
に
尊
重

し
て
頂
き
、
そ
れ
で
も
「
是
非

と
も
取
材
に
行
き
た
い
」
と
本

学
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
直

接
色
々
と
楽
し
い
お
話
を
さ
せ

て
頂
き
、
リ
ン
パ
液
の
吸
収
・

輸
送
に
つ
い
て
の
実
験
動
画
と

リ
ン
パ
管
等
の
画
像
二
十
点
、

そ
し
て
私
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
を
持
っ
て
帰
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の

方
ま
で
が
私
の
ア
カ
デ
ミ
ア
と

し
て
の
立
場
を
気

遣
っ
て
お
ら
れ
た

の
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
結

局
、
実
際
の
放
送

に
は
私
は
ほ
と
ん

ど
出
る
こ
と
な
く

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
も
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
し
た
）、
短

い
動
画
と
二
点
の

画
像
が
使
わ
れ
た

だ
け
で
し
た
が
、

放
送
時
間
の
直
前

ま
で
番
組
の
編
集

を
や
ら
れ
て
い
た

Ｓ
さ
ん
は
こ
こ
で

取
材
し
た
も
の
を

あ
ま
り
組
み
入
れ

ら
な
か
っ
た
こ
と

「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」に
出
演
し
て

附
属
病
院　

整
形
外
科　

講
師　

山　

本　

祐　

司

　

今
回
、
社
会
医
学
講
座
の
中

路
重
之
教
授
の
ご
高
配
に
よ
り

「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

の
医
療
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
出
演

す
る
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。
夏
場
休

ん
で
い
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
再
開
し

た
と
こ
ろ
膝
が
痛

く
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
が
多
い
と
の

こ
と
で
、「
変
形

性
ひ
ざ
関
節
症
」

が
テ
ー
マ
で
し

た
。
膝
の
模
型
、

疫
学
の
グ
ラ
フ

（
岩
プ
ロ
）、
Ｘ
線

写
真
、
臨
床
写
真

を
使
用
し
な
が
ら

変
形
性
ひ
ざ
関
節

症
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
①
原

因
は
加
齢
？
細

菌
？
②
水
を
抜
く

と
ク
セ
に
な
る
？

な
ら
な
い
？
③
痛

い
と
き
は
温
め

る
？
冷
や
す
？
と
い
う
ク
イ
ズ

に
つ
い
て
も
解
説
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
予
防

法
と
し
て
イ
ス
に
座
っ
て
で
き

る
運
動
療
法
を
実
技
も
交
え
て

紹
介
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
収
録
と
い
う
こ
と
で

安
心
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
番
組
を
通
し
で
と
る
の
で
生

放
送
と
何
ら
変
わ
り
な
し
で
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
と
ア
ド
リ
ブ

が
違
う
と
い
う
場
面
が
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
に
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
内
容
、
時
間
と
も

に
完
璧
で
し
た
と
言
っ
て
い
た

だ
き
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し

た
。
翌
日
、
教
授
や
教
室
員
と

一
緒
に
番
組
を
視
聴
す
る
と
い

う
状
況
に
は
苦
笑
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般
の

方
々
に
わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に

説
明
し
、
短
時
間
で
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
臨
床
医
、

指
導
医
と
し
て
大
変
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
Ｋ
－
１
カ
レ
ッ
ジ

２
０
１
６
〜
大
学
生
日
本
一
決

定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〜
の
－
５５
㎏

決
勝
戦
に
出
場
し
た
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｋ

－
１
カ
レ
ッ
ジ
は
、
プ
ロ
も
参

加
可
能
な
大
学
生
日
本
一
を
決

め
る
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
決
勝
戦
は

国
立
競
技
場
第
二
体
育
館
で
プ

ロ
の
Ｋ
－
１
の
リ
ン
グ
で
試
合

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当

時
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
全
国
大
会

で
優
勝
し
て
い
た
私
は
他
の
団

体
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
も
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
の
⼩
さ
い

頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
最
大
の
メ
ジ
ャ
ー

団
体
で
あ
る
Ｋ
－
１
に
出
場
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
人
生

は
一
回
し
か
な
い
の
で
挑
戦
す

る
し
か
な
い
と
思
い
、
デ

ビ
ュ
ー
を
諦
め
て
Ｋ
－
１
カ

レ
ッ
ジ
一
本
に
絞
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
九
キ
ロ
の
減
量
は
き

つ
か
っ
た
で
す
が
、
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
決
勝
戦
は
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
憧
れ
だ
っ
た
Ｋ
－

１
の
リ
ン
グ
に
立
つ
こ
と
が
で

き
最
高
で
し
た
。

　

今
回
の
挑
戦
を
通
し
て
私
が

学
ん
だ
こ
と
は
、
本
気
で
努
力

を
し
て
い
る
と
必
ず

手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
方
が
い
る
こ

と
、
結
果
は
つ
い
て

く
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
同
じ
舞
台
に

立
つ
こ
と
で
世
界

ト
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
を

間
近
で
感
じ
、
こ
の

レ
ベ
ル
に
自
分
は
一

生
到
達
で
き
な
い
！

強
す
ぎ
る
！
と
本
気

で
思
え
た
の
は
財
産

で
す
。

　

将
来
は
、
外
科

系
、
整
形
外
科
医
、

麻
酔
科
医
等
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
体
力
と
根
性
と

気
持
ち
の
強
さ
は
誰

に
も
負
け
な
い
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。押
忍
。

–55㎏決勝戦に出場して
（9月19日）
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人
工
関
節
置
換
術

は
、
二
十
世
紀
の
整

形
外
科
分
野
に
お
い

て
最
も
発
展
し
成
功

し
た
医
療
技
術
の
一

つ
と
さ
れ
、
現
在
、

本
邦
で
は
年
間
約
八

万
件
の
人
工
膝
関
節

置
換
術
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
工
関
節

の
材
料
や
デ
ザ
イ
ン

の
進
歩
に
加
え
て
、
手
術
手
技
の
改
善

（
正
確
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設
置
と
良
好
な

靭
帯
バ
ラ
ン
ス
の
獲
得
）
に
よ
り
、
長
期

成
績
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
人
工
関
節
置
換
術
の
普
及
に

伴
い
、
不
適
切
な
手
術
手
技
や
合
併
症
に

よ
り
、
追
加
手
術
や
再
置
換
術
を
要
す
る

例
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
も
、

正
し
い
知
識
と
正
確
な
技
術
で
人
工
膝
関

節
置
換
術
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

石
橋
恭
之
教
授
編
集
の
本
書
は
、
人
工

膝
関
節
置
換
術
の
歴
史
、
材
料
学
や
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
の
基
礎
科
学
、
実
際

の
手
術
手
技
を
含
め
た
臨
床
ま
で
、
最
新

の
情
報
を
幅
広
く
網
羅
し
て
い
ま
す
。
若

手
の
整
形
外
科
医
が
人
工
膝
関
節
置
換
術

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
短
期
間
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が

ら
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
を
通
じ
て

人
工
膝
関
節
の
理
解
が
深
ま
り
、
診
療
の

向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

 

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　
　
人
工
膝
関
節
置
換
術
」

山
本
　
祐
司

（
附
属
病
院
　
整
形
外
科
　
講
師
）

書籍の
おしらせ

を
悔
い
て
謝
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
件
で
は
日
本
リ
ン

パ
学
会
理
事
長
に
ま
で
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

が
、
難
し
い
こ
と
が
多
い
中
で

出
来
る
限
り
実
直
に
自
分
の
仕

事
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
異
業

種
の
方
々
と
僅
か
で
も
一
緒
に

仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が

私
に
は
何
よ
り
も
嬉
し
い
財
産

と
な
り
ま
し
た
。
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と
し
て
、
回
腸
Ｕ
字
型
新
膀
胱

造
設
術
を
す
べ
て
体
腔
内
で
完

遂
す
る
も
の
で
す
。
膀
胱
癌
な

ど
で
膀
胱
を
摘
除
し
た
患
者
さ

ん
は
、
膀
胱
の
代
わ
り
に
、
腹

部
に
袋
を
装
着
す
る
の
が
一
般

的
な
方
法
で
す
が
、
当
科
で
は

初
代
の
舟
生
教
授
時
代
か
ら
回

腸
で
新
し
い
膀
胱
を
作
成
し
て

尿
路
を
再
建
す
る
術
式
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
新
膀
胱
に
よ
っ
て
、
患
者
さ

ん
は
腹
部
の
尿
バ
ッ
ク
の
煩
わ

し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
手
術
前

と
同
じ
よ
う
な
排
尿
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
新
膀
胱
は
、
従
来
開
放

手
術
で
作
成
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
院
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
導
入
さ
れ

て
以
来
、
当
科
で
は
、
回
腸
新

膀
胱
を
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
で
作
成

　
「
が
ん
＠
魅
せ
技
」
は
、
が

ん
医
療
の
質
の
向
上
と
日
本
の

が
ん
医
療
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
発
信
を
目
的
に
バ
ー
チ
ャ

ル
・
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
と
し

て
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
、
医
師
向
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
サ
ー
ビ
ス
及

び
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
手
術
を
安
全
に
遂
行
す
る

た
め
の
実
践
的
情
報
と
同
時
に

化
学
療
法
・
放
射
線
療
法
を
含

め
た
が
ん
の
集
学
的
治
療
情
報

を
提
供
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

特
に
、
日
本
内
視
鏡
外
科
学

会
が
監
修
す
る
手
術
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
が
ん
の
手
術
療

法
に
関
す
る
“
名
人
技
”
を
術

者
の
解
説
と
と
も
に
学
習
で
き

る
サ
イ
ト
で
多
く
の

視
聴
者
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
が
ん
＠
魅

せ
技
」
に
弘
大
泌
尿

器
科
で
担
当
し
た
手

術
動
画
の
配
信
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
公

開
さ
れ
た
手
術
は
、

日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
監
修
医
師
向
け
サ
イ
ト

「
が
ん
＠
魅
せ
技
」
に
手
術
動
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た

筋
層
浸
潤
膀
胱
癌
と
高
リ
ス
ク

前
立
腺
癌
の
二
種
類
の
癌
に
罹

患
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
前
立
腺
膀
胱
全

摘
除
術
を
行
い
、
尿
路
変
向
術

泌
尿
器
科
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

す
る
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
附
属
病
院
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂

き
、
現
在
ま
で
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

を
使
用
し
た
膀
胱
全
摘
除
術
を

二
十
六
例
、
す
べ
て
の
操
作
を

体
腔
内
で
行
う
Ｕ
字
型
回
腸
新

膀
胱
造
設
術
を
十
七
例
に
実
施

し
、
安
定
し
た
成
績
を
得
て
い

ま
す
。
膀
胱
全
摘
除
術
と
新
膀

胱
造
設
術
を
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
で

完
遂
す
る
こ
と
で
、
出
血
量
の

大
幅
な
軽
減
と
合
併
症
の
軽
減

が
実
現
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
手
術
の
負
担
が
大
変
軽
く
な

　
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
記
事
を

拝
読
し
、
諸
先
生
方
の
ご
活
躍
と
、

我
が
ダ
メ
人
生
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
溜

め
息
を
つ
い
て
い
る
。
正
直
に
書
く

と
、
数
年
前
か
ら
溜
め
息
す
ら
出
な

い
。
比
べ
る
の
も
億
劫
。
加
齢
と
と

も
に
習
得
す
る
の
は
「
諦
め
」。
自

分
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
い
ま
だ
に
自

分
自
身
で
実
験
し
て
い
る
こ
と
。
可

能
な
限
り
、
現
場
主
義
で
あ
る
。
今

も
、
自
分
で
や
る
こ
と
に
、
意
味
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
例
え
老
害
と

言
わ
れ
て
も
、
頑
張
る
の
で
あ
る
。

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、〝
そ

れ
な
り
の
配
慮
〟
は
し
て
い
る
。

り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
手
術
を

安
定
し
て
提
供
し
て
い
る
施
設

は
、
国
内
で
は
本
院
の
み
で
、

全
国
各
地
か
ら
手
術
見
学
の
先

生
方
が
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
保
険
収
載
を
目
指
す

高
度
医
療
技
術
で
す
が
、
こ
の

サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
は

本
手
術
の
普
及
と
保
険
収
載
に

弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
「
が
ん
＠
魅
せ
技
」
に
は
医

学
生
や
医
療
関
係
者
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
数
年
来
、
年
末
に
な
る
と
決
ま
っ

て
体
を
壊
す
よ
う
に
な
っ
た
。
実
は

本
文
出
筆
中
も
病
気
で
あ
る
。禁
酒
、

禁
煙
な
ど
、
そ
れ
な
り
に
節
制
し
て

い
る
つ
も
り
だ
が
、
寄
る
年
波
に
は

勝
て
な
い
。低
空
飛
行
人
生
で
あ
る
。

「
私
が
先
生
の
実
験
や
り
ま
す
」
な

ど
と
大
学
院
生
に
言
わ
れ
、
あ
ま
り

の
あ
り
が
た
さ
に
涙
。
自
分
が
大
学

院
の
時
は
、隙
あ
ら
ば
怠
け
て
い
た
。

恥
ず
か
し
い
。

　
私
同
様
、
記
事
に
な
ら
な
い
多
く

の
ご
同
輩
諸
氏
、「
無
事
こ
れ
名
馬
」

で
あ
る
。
と
に
か
く
明
日
も
カ
ラ
元

気
。
年
末
に
な
る
と
、
少
年
時
代
の

宮
城
を
思
い
出
す
。
こ
の
時
期
、
太

平
洋
岸
で
は
晴
天
が
多
い
。
冬
は
オ

リ
オ
ン
座
が
キ
レ
イ
に
見
え
る
。
ダ

メ
な
自
分
の
人
生
が
嫌
に
な
っ
た

ら
、
昔
欲
し
か
っ
た
天
体
望
遠
鏡
で

も
買
っ
て
、
星
を
見
に
旅
に
出
よ
う

と
決
め
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

�

（
村
上
　
記
）

称　　号 氏　　名 所　属 期　　　　　間
診療教授 古家　琢也 泌尿器科 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日
診療講師 木村　大輔 呼吸器外科 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日

診療教授等新規称号付与者

称 号 名 氏　　名   現　　　職　　　名  称 号 付 与 期 間 推薦講座
臨床教授 丸山　英俊 三沢市立三沢病院　産婦人科医長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 産科婦人科学
臨床教授 森川　晶子 青森県立中央病院　産婦人科部長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 産科婦人科学
臨床准教授 長谷川　幸裕 青森県立中央病院　呼吸器内科部長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 呼吸器内科学
臨床准教授 中山　義人 八戸市立市民病院　診療局第一外科医長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 消化器外科学
臨床准教授 越後谷　直樹 弘前記念病院　副院長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 整形外科学
臨床准教授 板橋　泰斗 黒石市国民健康保険黒石病院　整形外科科長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 整形外科学
臨床准教授 丹藤　伴江 国立病院機関弘前病院　産婦人科部長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 産科婦人科学
臨床准教授 山口　英二 むつ総合病院　産婦人科部長 平成28年10月 1 日～平成31年 9 月30日 産科婦人科学

臨床教授・臨床准教授称号付与者

⃝大学院医学研究科　人事異動
発令年月日 異動事由 所　　　　　属 職名 氏　　名 備考（前職，異動先等）

H28. 9. 1 採用 オーラルヘルスケア学講座 助教 徳田　糸代 地域健康増進学講座 　助教
地域救急医療学講座 助手 新戸部　陽士郎 つがる総合病院　

H28. 9.30 辞職 分子生体防御学講座 助教 叶　鵬 中国医科大学付属遼寧省腫瘍病院

H28.10. 1 採用 地域医療学講座 助手 江目　孝幸 附属病院　眼科　医員
泌尿器科学講座 助手 今西　賢悟 つがる総合病院　

⃝附属病院　人事異動
発令年月日 異動事由 所　　　　　属 職名 氏　　名 備考（前職，異動先等）
H28. 9. 1 採用 麻酔科 助手 地主　継 琉球大学

H28. 9.30 辞職

消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 助教 中山　義人 八戸市立市民病院
整形外科 助教 塩﨑　崇 市立函館病院
高度救命救急センター 助教 矢越　雄太 弘前市立病院
産科婦人科 助教 千葉　仁美 青森市民病院
脳神経外科 助教 小笠原　ゆかり 黒石市国民健康保険黒石病院
産科婦人科 助手 淵之上　康平 国立病院機構弘前病院
集中治療部 助手 野呂　大輔 国立病院機構弘前病院

H28.10. 1

採用

整形外科 助教 工藤　整 国立病院機構弘前病院
産科婦人科 助教 福原　理恵 つがる総合病院
呼吸器外科，心臓血管外科 助手 千代谷　真理 関西医科大学枚方病院

高度救命救急センター 助手
成田　憲紀 弘前脳卒中・リハビリテーションセンター
島田　拓 白生会胃腸病院
齋藤　傑 国立療養所松丘保養園

配置換 集中治療部 助手 及川　真亮 泌尿器科学講座　助手

配置変更

呼吸器内科,感染症科
講師 當麻　景章 呼吸器内科　講師

助教 田中　佳人 呼吸器内科　助教
糸賀　正道 呼吸器内科　助教

内分泌内科，糖尿病代謝内科

講師 村上　宏 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　講師
柳町　幸 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　講師

助教
松木　恒太 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　助教
佐藤　江里 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　助教
髙安　忍 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　助教

助手 対馬　悠子 内分泌内科，糖尿病代謝内科，感染症科　助手
消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科 助教 小笠原　紘志 高度救命救急センター　助教

H28.11. 1 昇任 産科婦人科 講師 重藤　龍比古 産科婦人科学講座　助教
総合診療部 助教 小林　只 総合診療部　助手

人 事 異 動

「医学部ウォーカー第78号」（2016年9月
21日発行）の15面の研究室紹介 脳神経
外科学講座の執筆者名に誤りがありま
した。訂正してお詫び申し上げます。

 （誤）脳神経外科学講座　
　 　　　　　　　教授　大熊　洋揮

 （正）附属病院　脳神経外科　
　 　　　　　　　助教　奈良岡征都

「医学部ウォーカー第78号」（2016年9月21日発行）
に関するお詫びと訂正


